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交通事故統計 事業用貨物自動車の死亡事故件数
大型 中型 準中型 普通 計

18
（−10）

13
（−1）

6
（+2）

3
（+2）

40
（−7）

交通事故死者数（人）

3月31日現在 4月25日現在

562
（−53）

717
（−58）

全国の死亡
事故件数

547
（−56）

令和４年３月末
事業用トラック第1当事者死亡事故件数
軽貨物は除く。（  ）内は前年同月比増減数
▶警察庁調べ

輸送量 前年同月比

トラック
特別積合せ（千トン） 5,054 102.4%

一　般 ― 98.8%
宅配便（千個） 355,383 102.8%

輸送統計
令和４年２月分
▶国土交通省調べ

　

全
国
25
か
所
に
設
置
さ
れ
て
い
る
ト
ラ
ッ

ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
（
Ｔ
Ｓ
）
は
︑
年
間
で
約
２

０
６
万
台
の
ト
ラ
ッ
ク
が
︑
ま
た
︑
利
用
者

数
で
は
約
94
万
人
が
利
用
し
て
い
ま
す
（
令

和
３
年
度
調
べ
）︒

　

Ｔ
Ｓ
に
は
︑
長
距
離
運
行
の
疲
れ
を
癒
す

浴
室
（
シ
ャ
ワ
ー
）︑
休
憩
ス
ペ
ー
ス
や
宿
泊

・
仮
眠
施
設
な
ど
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
︒

敷
地
内
に
は
大
型
車
を
駐
車
で
き
る
広
い
駐

車
場
が
完
備
さ
れ
て
お
り
︑
24
時
間
利
用
可

能
な
ト
イ
レ
や
コ
イ
ン
ラ
ン
ド
リ
ー
も
設
置

さ
れ
︑
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆
様
が
安
心

し
て
休
憩
で
き
る
施
設
に
な
っ
て
い
ま
す
︒
ま

た
︑
一
部
の
Ｔ
Ｓ
に
は
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト

ア
や
給
油
所
も
併
設
さ
れ
て
い
ま
す
︒

　

最
近
の
傾
向
で
は
︑
女
性
用
の
シ
ャ
ワ
ー

が
整
備
さ
れ
︑
近
年
増
え
つ
つ
あ
る
女
性
ド

ラ
イ
バ
ー
（
ト
ラ
ガ
ー
ル
）
へ
の
配
慮
も
進
ん

で
い
ま
す
︒

　

Ｔ
Ｓ
を
管
理
・
運
営
し
て
い
る
全
日
本
ト

ラ
ッ
ク
協
会
で
は
︑
特
に
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ

ー
の
皆
様
の
利
用
実
績
の
高
い
︑
ト
イ
レ
や

浴
室
・
シ
ャ
ワ
ー
室
な
ど
の
よ
り
快
適
な
利

用
環
境
整
備
に
努
め
て
い
ま
す
︒

　

過
労
運
転
を
防
ぐ
た
め
に
は
︑
Ｔ
Ｓ
で
休

息
を
適
切
・
十
分
に
取
り
︑
疲
労
や
眠
気
の

な
い
状
態
で
安
全
運
行
に
努
め
て
い
た
だ
く

こ
と
が
有
効
で
す
︒
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
の

皆
様
の
Ｔ
Ｓ
ご
利
用
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
︒

全国25か所のトラックステーションをご活用ください
名称 所在地 電話番号 駐車台数

❶ 札　幌 北海道札幌市厚別区厚別東 5 条 1-1-2　 011-897-9101 39

❷ 苫小牧 北海道苫小牧市ウトナイ北 11-11-33 0144-55-7491 80

❸ 青　森 青森県青森市大字荒川字品川 110-1 017-729-2000
（公社）青森県トラック協会

41

❹ 仙　台 宮城県仙台市宮城野区苦竹 4-1-15 022-232-9336 39

❺ 白河の関 福島県西白河郡泉崎村大字泉崎字夏針 15-1 0248-21-7167 45

❻ 茨　城 茨城県小美玉市西郷地字新田 1390 0299-48-3455 30

❼ 矢　板 栃木県矢板市乙畑 440-2　 0287-48-1919 46

❽ 大　宮 埼玉県さいたま市西区三橋 6-699-1 048-623-6815 41

❾ 東　神 神奈川県大和市上草柳 588 046-261-1100 97

名称 所在地 電話番号 駐車台数

� 新　潟 新潟県新潟市西区山田 196-1　 025-233-6961 52

� 金　沢 石川県金沢市千木町ル 21-1　 076-257-2755 56

� 浜　松 静岡県浜松市東区流通元町 2-3 053-421-5311 116

� 安　城 愛知県安城市尾崎町大縄 19-1 0566-98-8823 74

� 名古屋 愛知県名古屋市港区藤前 3-601 052-303-2188 97

� 亀　山 三重県亀山市小野町桜口 586-4 0595-82-3935 82

� 彦　根 滋賀県彦根市鳥居本町字むさ満 2337-1 0749-26-0156 45

� 大　阪 大阪府寝屋川市木屋元町 20-1 072-832-2362 80

� 奈良・針 奈良県奈良市針町 487-1　 0743-82-0622 60

名称 所在地 電話番号 駐車台数

� 岡　山 岡山県岡山市中区倉富 285-19 086-277-4055 35

� 尾　道 広島県尾道市高須町字才ケ久保 21193-3 0848-46-1882 37

� 三　次 広島県三次市西酒屋町船所 1468 0824-63-0025 30

� 北九州 福岡県北九州市小倉北区東港 1-3 093-581-5031 70

� 鳥　栖 佐賀県鳥栖市永吉町 617-1 0942-83-7035 48

� 諫　早 長崎県諫早市貝津町 1051-12 0957-26-8228 45

� 大　分 大分県大分市大字上戸次字宇土ノ口 6045-2 097-597-6233 43

※ 駐車台数は大型車とトレーラの台数の合計。なお、諫早TSは5台の中型車を含む。

TSご利用の際は「アイドリングストップ」「ゴミ不法投棄防止」にご協力ください。

　

日
本
の
経
済
と
国
民
生
活
を
支
え
る
た
め
に
、
昼
夜
を

問
わ
ず
頑
張
っ
て
い
る
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆
様
、
い
つ

も
本
当
に
ご
苦
労
様
で
す
。 

　

一
昨
年
来
か
ら
続
く
コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て
社
会
全
体
が
停

滞
す
る
中
で
も
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
を
守
る
﹁
エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル

ワ
ー
カ
ー
﹂
と
し
て
、
世
間
の
誤
解
や
偏
見
に
も
負
け
ず
に

活
躍
さ
れ
、
今
や
、﹁
街
の
声
﹂
は
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
の

皆
様
に
対
し
て
感
謝
の
声
が
止
み
ま
せ
ん
。

　

最
近
で
は
、
燃
料
価
格
高
騰
下
の
中
、
日
本
経
済
全
体

が
非
常
に
厳
し
い
状
況
に
お
か
れ
て
お
り
、
皆
様
の
日
常
業

務
も
大
変
な
状
況
が
続
い
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　

現
在
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク
期
間
中
で
す
が
、
皆
様
の

ほ
と
ん
ど
は
縁
の
下
の
力
持
ち
と
し
て
物
流
を
止
め
る
こ
と

な
く
、
国
民
の
暮
ら
し
と
経
済
を
支
え
続
け
る
も
の
と
確

信
し
て
い
ま
す
。

　

特
に
、
長
距
離
運
行
に
従
事
す
る
皆
様
に
あ
っ
て
は
、
全

日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
が
管
理
・
運
営
す
る
全
国
25
か
所
の
ト

ラ
ッ
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
活
用
し
、
引
き
続
き
、
安
全
・
安

心
な
運
行
に
努
め
て
い
た
だ
く
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

坂
本
会
長
メ
ッ
セ
ー
ジ

坂本 克己 全ト協会長

ありがとう !!
自信と誇りを胸に

「街の声」 頑張ってるドライバーさん 

物
流
を「
安
心
・
安
全
」で
支
え
る
Ｔ

ト
ラ
ッ
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ンＳ
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ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
（
ト
ラ
ッ
ク
協
会
ニ
ュ
ー
ス
）

ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
（
ト
ラ
ッ
ク
協
会
ニ
ュ
ー
ス
）

～停止距離・制動距離編～

法令　　  クイズ
マル　 バツ

❶		停止距離とは、空走距離と制動距離を合わせた距離をいう。
（	○・×	）

❷		制動距離とは、運転者が危険を感じてからブレーキを踏み、
ブレーキが実際に効き始めるまでの間に車が走る距離をい
う。（	○・×	）

❸		運転者が疲れているときは、空走距離が長くなる。　　　　
（	○・×	）

❹		路面が濡れている場合やタイヤがすり減っている場合の停止
距離は、乾燥した路面でタイヤの状態が良い場合の２倍程度
に延びることがある。（	○・×	）

❺		速度が２倍になれば制動距離も２倍になる。（	○・×	）
（解答は7面）

　あなたは、やや交通量の多い高速道路を前車に追従して走
行しています。左前方には故障車があり、そばの非常電話で
話している人がいます。この場面にはどのような危険があり
ますか。また、危険を避けるためにはどのような運転をすれ
ばよいでしょうか。考えてみましょう。

状 

況

〔第 146回〕「故障車のいる高速道路」

（解説・7面）

◆どのような運転をすれば危険を避けることができますか？

◆どのような危険がありますか？

あなたならどうしますか？
危険予知訓練（KYT）シート：交通事故防止編

☟
こ
の
角
を
基
準
に
拡
大
率
を
141
％
に
設
定
す
る
と
、
A4
サ
イ
ズ
で
プ
リ
ン
ト
で
き
ま
す
。

衆
議
院
・
東
京
23
区
）
と
の

意
見
交
換
会
を
開
催
し
た
︒

　

全
ト
協
青
年
部
会
で
は
︑

こ
れ
ま
で
も
自
民
党
青
年
局

と
の
意
見
交
換
会
を
定
期
的

に
開
催
︒
今
回
の
意
見
交
換

会
に
は
︑
全
ト
協
か
ら
岩
田

部
会
長
な
ど
正
副
部
会
長
ら

12
人
が
︑
自
民
党
青
年
局
か

ら
は
小
倉
局
長
な
ど
16
人
が

出
席
し
た
︒

　

冒
頭
︑
小
倉
局
長
は
﹁
Ｄ

Ｘ
（
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ

ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）
の
推
進
︑

働
き
方
改
革
へ
の
対
応
と
い

っ
た
問
題
に
加
え
て
︑
燃
料

価
格
高
騰
問
題
が
ト
ラ
ッ
ク

運
送
業
界
を
直
撃
し
て
い

る
︒
様
々
な
角
度
か
ら
要
望

を
い
た
だ
い
た
方
が
政
府
を

動
か
す
こ
と
に
も
繋
が
る
︒

皆
様
方
か
ら
は
忌き

た

ん憚
の
な
い

ご
意
見
を
い
た
だ
き
た
い
﹂

と
あ
い
さ
つ
︒

　

岩
田
部
会
長
は
﹁
コ
ロ
ナ

禍
が
様
々
な
も
の
の
あ
り
方

を
大
き
く
変
え
て
き
て
い
る
︒

我
々
も
︑
Ｄ
Ｘ
や
ロ
ボ
テ
ィ

ク
ス
な
ど
に
積
極
的
に
取
り

込
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

思
っ
て
い
る
︒
我
々
世
代
が

次
の
世
代
を
作
っ
て
い
け
る

よ
う
に
︑
先
生
方
と
し
っ
か

り
タ
ッ
グ
を
組
ん
で
前
進
し

て
い
き
た
い
﹂
と
応
じ
た
︒

　

引
き
続
き
︑
参
加
者
同
士

が
そ
れ
ぞ
れ
熱
心
な
意
見
交

換
を
行
っ
た
︒

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
青

年
部
会（
岩
田
享
也
部
会
長
）

は
４
月
20
日
︑
自
由
民
主
党

青
年
局
（
小
倉
將
信
局
長
︑

す
る
︒

　

４
月
25
日
に
記
者
会
見
し

た
︑
深
田
康
日
貨
協
連
副
会

長
・
Ｋ
Ｉ
Ｔ
・
情
報
化
委
員

長
は
︑﹁
時
代
の
ニ
ー
ズ
に

応
え
︑
Ｗ
ｅ
ｂ
Ｋ
Ｉ
Ｔ
２
の

シ
ス
テ
ム
を
見
直
し
︑
リ
ニ

ュ
ー
ア
ル
を
行
う
こ
と
と
し

た
﹂
と
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
の
意

義
に
つ
い
て
説
明
し
た
上
で
︑

﹁
今
後
も
︑
物
流
Ｄ
Ｘ
（
デ

ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ

ー
シ
ョ
ン
）
等
の
課
題
解
決

に
向
け
て
貢
献
し
て
い
き
た

い
﹂
と
語
っ
た
︒

　

今
回
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
さ
れ
た

﹁
Ｗ
ｅ
ｂ
Ｋ
Ｉ
Ｔ
２
プ
ラ

ス
﹂
で
は
︑
標
準
的
な
運
賃

の
参
考
表
示
と
傭
車
位
置
情

報
の
共
有
機
能
等
が
追
加
さ

れ
る
と
と
も
に
︑
表
示
情
報

の
最
適
化
︑
統
計
グ
ラ
フ
の

高
機
能
化
︑
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

お
よ
び
障
害
対
策
の
強
化
と

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
高
速
化
な

ど
が
図
ら
れ
て
い
る
︒

　
﹁
Ｗ
ｅ
ｂ
Ｋ
Ｉ
Ｔ
２
プ
ラ

ス
﹂
の
主
な
新
機
能
は
︑
次

の
通
り
︒

①
﹁
標
準
的
な
運
賃
﹂
表

示
機
能

　

荷
物
情
報
登
録
時
に
︑
条

件
に
応
じ
て
簡
易
計
算
し
た

﹁
標
準
的
な
運
賃
﹂
を
自
動

で
参
考
表
示
︒依
頼
者
は﹁
標

準
的
な
運
賃
﹂
を
参
考
に
希

望
運
賃
を
入
力
す
る
こ
と
に

な
る
た
め
︑
適
正
運
賃
の
収

受
に
繋
が
る
効
果
が
期
待
で

き
る
︒

②
傭
車
追
跡
機
能

　
﹁
Ｗ
ｅ
ｂ
Ｋ
Ｉ
Ｔ
２
プ
ラ

ス
﹂
で
成
約
し
た
輸
送
に
つ

い
て
︑
ド
ラ
イ
バ
ー
が
携
帯

し
て
い
る
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に

イ
ン
ス
ト
ー
ル
し
た
専
用
ド

ラ
イ
バ
ー
ア
プ
リ
に
よ
っ
て

取
得
さ
れ
た
位
置
情
報
と
輸

送
情
報
を
︑
委
託
側
と
受
託

側
で
相
互
に
共
有
可
能
︒
輸

送
品
質
向
上
に
繋
が
る
と
と

も
に
︑渋
滞
や
事
故
発
生
時
︑

悪
天
候
な
ど
の
際
の
運
行
情

報
も
一
目
で
わ
か
る
︒

③
テ
レ
ビ
会
議
機
能

　

特
別
な
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
な

し
に
︑
相
手
の
顔
や
表
情
を

見
な
が
ら
商
談
交
渉
な
ど
を

行
う
こ
と
が
可
能
と
な
る
︒

　

な
お
︑﹁
Ｗ
ｅ
ｂ
Ｋ
Ｉ
Ｔ

２
プ
ラ
ス
﹂
の
詳
細
に
つ
い
て

は
︑
日
貨
協
連
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
参
照
の
こ
と
︒

「
労
働
者
の
健
康
保
持
増

進
の
た
め
の
指
針
」
等
を

一
部
改
正

労
働
者
の
健
康
管
理
の
適

切
な
実
施
等
を
呼
び
か
け

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
で

は
会
員
事
業
者
等
に
対
し
て
︑

﹁
事
業
場
に
お
け
る
労
働
者

の
健
康
保
持
増
進
の
た
め
の

指
針
（
昭
和
63
年
健
康
保
持

増
進
の
た
め
の
指
針
公
示
第

１
号
）﹂
と
﹁
労
働
者
の
心

身
の
状
態
に
関
す
る
情
報
の

適
正
な
取
扱
い
の
た
め
に
事

業
者
が
講
ず
べ
き
措
置
に
関

す
る
指
針
（
平
成
30
年
９
月

７
日
労
働
者
の
心
身
の
状
態

に
関
す
る
情
報
の
適
正
な
取

扱
い
指
針
公
示
第
１
号
）﹂
に

つ
い
て
︑
そ
れ
ぞ
れ
一
部
改

正
が
行
わ
れ
た
旨
の
周
知
を

呼
び
か
け
て
い
る
︒

　

厚
生
労
働
省
で
は
全
ト
協

会
員
事
業
者
に
対
し
︑
同
改

正
後
の
指
針
に
基
づ
き
︑
労

働
者
の
健
康
管
理
や
心
身
の

状
態
の
情
報
の
取
り
扱
い
な

ど
に
つ
い
て
︑
適
切
に
実
施

す
る
よ
う
呼
び
か
け
て
い
る
︒

　

な
お
︑
改
正
内
容
の
詳
細

に
つ
い
て
は
︑
全
ト
協
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
参
照
の
こ
と
︒

「
睡
眠
時
無
呼
吸
症
候
群

対
策
セ
ミ
ナ
ー
」
を
オ
ン

ラ
イ
ン
で
開
催

前
期
・
後
期
各
３
回
開
催

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
で

は
︑
令
和
４
年
５
月
か
ら
５

年
３
月
に
か
け
て
︑﹁
睡
眠

時
無
呼
吸
症
候
群（
Ｓ
Ａ
Ｓ
）

対
策
セ
ミ
ナ
ー
﹂
を
オ
ン
ラ

④
基
準
外
の
ウ
イ
ン
グ
（
エ

ア
・
ス
ポ
イ
ラ
）
の
取
付
け

⑤
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
警
報
装
置

を
解
除
す
る
用
品
等
の
取
付

け⑥
不
正
な
二
次
架
装

　

全
ト
協
で
は
︑
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
上
に
同
運
動
の
実
施
内

容
お
よ
び
自
主
点
検
票
を
掲

載
し
︑
会
員
事
業
者
等
に
周

知
を
図
る
ほ
か
︑
適
正
化
事

業
巡
回
指
導
時
に
お
い
て
︑

事
業
所
へ
の
啓
発
・
指
導
を

実
施
す
る
こ
と
に
し
て
い
る
︒

イ
ン
で
開
催
す
る
︒

　

今
回
は
︑
Ｓ
Ａ
Ｓ
ス
ク
リ

ー
ニ
ン
グ
検
査
の
普
及
促
進

と
︑
Ｓ
Ａ
Ｓ
対
策
が
実
効
に

繋
が
る
運
用
面
で
の
解
説
を

取
り
入
れ
︑
①
﹁
こ
れ
か
ら

始
め
る
Ｓ
Ａ
Ｓ
対
策
﹂︑
②

﹁
医
療
機
関
の
か
か
り
方
か

ら
治
療
ま
で
﹂︑
③
﹁
効
果

的
な
Ｓ
Ａ
Ｓ
対
策
の
進
め

方
﹂
︱
︱
の
３
ス
テ
ッ
プ
で

開
催
︒
前
期
（
①
５
月
25
日

㈬
・
②
７
月
13
日
㈬
・
③
９

月
14
日
㈬
）
と
後
期
（
①
11

月
９
日
㈬
・
②
５
年
１
月
25

日
㈬
・
③
５
年
３
月
８
日
㈬
）

で
︑
そ
れ
ぞ
れ
３
回
ず
つ
開

催
す
る
︒

　

詳
細
に
つ
い
て
は
︑
全
ト

協
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
参
照
の

こ
と
︒

テ
ロ
対
策
の
徹
底
を
会
員

事
業
者
等
に
呼
び
か
け

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク

期
間
を
前
に

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
は

会
員
事
業
者
に
対
し
て
︑
ゴ

ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク
期
間（
４

月
29
日
~
５
月
８
日
）
に
お

け
る
テ
ロ
対
策
の
徹
底
を
呼

び
か
け
て
い
る
︒

　

国
土
交
通
省
で
は
︑
こ
れ

ま
で
も
国
民
生
活
の
﹁
安
全

・
安
心
﹂
を
確
保
す
る
観
点

か
ら
︑
最
重
要
課
題
の
ひ
と

つ
と
し
て
テ
ロ
対
策
の
強
化

・
徹
底
に
取
り
組
ん
で
い
る
︒

一
方
︑
同
期
間
に
お
い
て
は

輸
送
需
要
が
集
中
し
て
発
生

す
る
と
と
も
に
︑
行
事
︑
催

物
等
へ
の
多
数
の
人
出
が
予

想
さ
れ
る
こ
と
か
ら
︑
国
交

省
で
は
全
ト
協
会
員
事
業
者

に
対
し
︑
テ
ロ
対
策
の
徹
底

を
要
請
し
て
い
る
︒

　

同
期
間
に
実
施
す
べ
き
対

策
に
つ
い
て
は
︑
全
ト
協
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
参
照
の
こ
と
︒

「
Ｗ
ｅ
ｂ
Ｋ
Ｉ
Ｔ
２
」
の

機
能
を
強
化
し
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル

﹁
Ｗ
ｅ
ｂ
Ｋ
Ｉ
Ｔ
２
プ
ラ
ス
﹂

５
月
６
日
サ
ー
ビ
ス
開
始

　

日
本
貨
物
運
送
協
同
組
合

連
合
会
（
日
貨
協
連
）
は
５

月
６
日
︑
求
荷
求
車
情
報
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
﹁
Ｗ
ｅ
ｂ
Ｋ
Ｉ

Ｔ
２
﹂
に
新
た
な
機
能
を
追

加
し
︑﹁
Ｗ
ｅ
ｂ
Ｋ
Ｉ
Ｔ
２

プ
ラ
ス
﹂
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

大
和
市
市
道
側
出
入
口
を

５
月
７
日
８
時
ま
で
一
時

閉
鎖

東
神
ト
ラ
ッ
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　

東
神
Ｔ
Ｓ
で
は
５
月
２
日
㈪

８
時
~
７
日
㈯
８
時
ま
で
の
間
︑

改
修
工
事
の
た
め
︑
大
和
市
市

道
側
出
入
口
を
一
時
閉
鎖
す
る
︒

工
事
期
間
中
の
駐
車
場
出
入
口

は
︑
国
道
２
４
６
号
側
の
１
か
所

と
な
る
︒

　

な
お
︑
雨
天
の
場
合
は
︑
５

月
19
日
㈭
８
時
~
23
日
㈪
８
時

ま
で
順
延
す
る
予
定
︒

Ｔ
Ｓ
（
ト
ラ
ッ
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
）情
報

令
和
４
年
度
「
ト
ラ
ッ
ク
運

送
業
界
に
お
け
る
不
正
改
造

車
排
除
運
動
」
を
展
開

年
間
を
通
じ
運
動
を
実
施

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
で

は
︑
令
和
４
年
度
﹁
ト
ラ
ッ

ク
運
送
業
界
に
お
け
る
不
正

改
造
車
排
除
運
動
﹂
を
実
施

す
る
︒

　

同
運
動
は
年
間
を
通
じ
て

実
施
し
て
い
る
が
︑
地
域
の

事
情
や
要
請
を
考
慮
し
て
︑

各
都
道
府
県
ト
協
が
設
定
す

る
１
か
月
間
を
強
化
月
間
と

し
︑
特
に
重
点
を
お
い
て
運

動
を
実
施
す
る
こ
と
に
し
て

い
る
︒

　

重
点
排
除
項
目
・
基
本
排

除
項
目
は
次
の
通
り
︒

︻
重
点
排
除
項
目
︼

①
タ
イ
ヤ
お
よ
び
ホ
イ
ー
ル

（
回
転
部
分
）
の
車
体
外
へ

の
は
み
出
し

②
灯
光
の
色
が
不
適
切
な
灯

火
器
お
よ
び
回
転
灯
等
の
取

付
け
な
ら
び
に
保
安
基
準

上
︑
装
備
が
義
務
化
さ
れ
て

い
る
灯
火
器
（
例
:
側
面

方
向
指
示
器
）
の
取
外
し

③
前
面
ガ
ラ
ス
な
ら
び
に
運

転
者
席
お
よ
び
助
手
席
の
窓

ガ
ラ
ス
へ
の
着
色
フ
ィ
ル
ム
等

の
貼
付
（
貼
付
状
態
で
可
視

光
線
透
過
率
70
％
未
満
）

④
マ
フ
ラ
ー
の
切
断
・
取
外

し
お
よ
び
騒
音
低
減
機
構
を

容
易
に
取
外
せ
る
等
の
基
準

不
適
合
マ
フ
ラ
ー
の
装
着

⑤
大
型
貨
物
自
動
車
の
速
度

抑
制
装
置
の
取
外
し
︑
解
除

ま
た
は
不
正
な
改
造
︑
変
更

等︻
基
本
排
除
項
目
︼

①
直
前
直
左
の
周
辺
状
況
を

確
認
す
る
た
め
の
鏡
︑
ま
た

は
カ
メ
ラ
お
よ
び
画
像
表
示

装
置
の
取
外
し

②
前
面
ガ
ラ
ス
へ
の
装
飾
板

の
装
着

③
土
砂
等
を
運
搬
す
る
ダ
ン

プ
車
の
荷
台
に
さ
し
枠
の
取

付
け
お
よ
び
リ
ア
バ
ン
パ（
突

入
防
止
装
置
）
の
切
断
・
取

外
し

（
５
月
１
日
〜
31
日
）

▽
５
月
12
日

・
第
１
回
総
務
委
員
会

▽
５
月
18
日

・
第
４
回
道
路
委
員
会

▽
５
月
26
日

・
第
10
回
税
制
委
員
会

あ
い
さ
つ
す
る
小
倉
自
民
党
青
年
局

長
㊧
と
、岩
田
全
ト
協
青
年
部
会
長
㊨

（
４
月
20
日
、
自
民
党
本
部
）

記者会見であいさつする深田日貨協連副会長
　KIT・情報化委員長（4月25日、日貨協連）

自
由
民
主
党
青
年
局
と
の　
　

　
　
　
　
意
見
交
換
会
を
開
催

青
年
部
会
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ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル

ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
（
官
公
庁
ニ
ュ
ー
ス
等
）

（
官
公
庁
ニ
ュ
ー
ス
等
）

　

ト
ラ
ッ
ク
タ

イ
ヤ
の
作
業
現

場
で
困
っ
た
こ

と
が
起
き
て
い

ま
す
︒

　

タ
イ
ヤ
と
ホ
イ
ー
ル
を
セ
ッ
ト
し
た
後
︑

車
体
の
ボ
ル
ト
に
は
め
込
み
︑
エ
ア
ー
式
の

イ
ン
パ
ク
ト
レ
ン
チ
を
使
っ
て
す
べ
て
の
ナ
ッ

ト
を
締
め
︑
こ
の
後
に
ト
ル
ク
レ
ン
チ
を
使
っ

て
規
定
ト
ル
ク
で
締
め
つ
け
ま
す
︒
そ
の
前
の

準
備
段
階
と
し
て
︑
エ
ア
ー
で
車
体
の
ボ
ル

ト
に
た
ま
っ
た
サ
ビ
や
異
物
を
除
去
し
︑
ナ
ッ

ト
の
固
定
力
（
軸
力
）
が
適
正
に
な
る
よ
う

エ
ン
ジ
ン
オ
イ
ル
な
ど
の
潤
滑
油
を
ボ
ル
ト

と
ナ
ッ
ト
に
塗
り
ま
す
︒
Ｉ
Ｓ
Ｏ
ホ
イ
ー
ル

が
装
着
さ
れ
た
ト
ラ
ッ
ク
で
あ
れ
ば
︑
テ
ー
パ

　

さ
ら
に
︑

点
検
ハ
ン
マ

ー
で
ナ
ッ
ト

を
叩
い
た
時
︑
ホ
イ
ー
ル
の
種
類
に
よ
っ
て
差
が

出
る
こ
と
も
分
か
り
ま
し
た
︒
Ｊ
Ｉ
Ｓ
ホ
イ
ー

ル
の
場
合
は
︑
ナ
ッ
ト
の
緩
み
が
分
か
り
や
す
い

で
す
︒
ホ
イ
ー
ル
の
長
期
使
用
で
赤
い
サ
ビ
が

出
た
も
の
は
︑
適
正
な
力
で
締
め
て
も
わ
ず
か

に
振
動
し
ま
す
︒
そ
の
一
方
で
︑
Ｉ
Ｓ
Ｏ
ホ
イ

ー
ル
の
ナ
ッ
ト
は
新
品
で
あ
っ
て
も
︑
ハ
ン
マ
ー

の
叩
き
方
に
よ
っ
て
は
振
動
を
感
じ
る
時
が
あ
る

の
で
す
︒
こ
う
し
た
経
験
を
踏
ま
え
る
と
︑
現

在
推
奨
さ
れ
て
い
る
点
検
方
法
に
は
や
は
り
限

界
が
あ
る
と
い
え
ま
す
︒

　

こ
の
よ
う
に
︑
ト
ラ
ッ
ク
タ
イ
ヤ
の
点
検
作
業

は
︑
い
ま
だ
目
視
に
頼
ら
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
︒

そ
こ
で
期
待
し
た
い
の
が
ホ
イ
ー
ル
メ
ー
カ
ー
で

す
︒
新
車
の
ト
ラ
ッ
ク
を
見
る
と
︑
ス
チ
ー
ル
ホ

イ
ー
ル
は
Ｔ
Ｏ
Ｐ
Ｙ
︑
ア
ル
ミ
ホ
イ
ー
ル
で
あ

ー
の
な
い
平
面
座
ナ
ッ
ト
を
使
用
す
る
の
で
︑
車

体
の
ボ
ル
ト
と
ホ
イ
ー
ル
の
穴
を
正
確
に
合
わ

せ
る
た
め
の
ホ
イ
ー
ル
ガ
イ
ド
を
併
用
し
な
が

ら
ナ
ッ
ト
を
締
め
ま
す
︒

　

こ
こ
ま
で
の
流
れ
が
ト
ラ
ッ
ク
タ
イ
ヤ
店
で
行

わ
れ
て
い
る
基
本
作
業
で
す
︒
特
に
︑
Ｉ
Ｓ
Ｏ

ホ
イ
ー
ル
の
交
換
作
業
に
エ
ン
ジ
ン
オ
イ
ル
と
ホ

イ
ー
ル
ガ
イ
ド
の
使
用
は
必
須
で
す
︒

　

ナ
ッ
ト
の
締
め
付
け
が
終
わ
っ
た
ら
︑
次
は
点

検
ハ
ン
マ
ー
と
蛍
光
ペ
ン
を
使
っ
た
最
終
確
認
で

す
︒
点
検
ハ
ン
マ
ー
を
使
っ
て
す
べ
て
の
ナ
ッ
ト

を
叩
き
︑
指
で
そ
の
感
触
を
確
か
め
ま
す
︒
そ

の
後
︑
蛍
光
ペ
ン
で
ナ
ッ
ト
と
ボ
ル
ト
に
印
を
付

け
て
い
く
わ
け
で
す
が
︑
タ
イ
ヤ
の
脱
着
作
業

が
発
生
す
る
た
び
に
︑
そ
の
印
が
増
え
て
い
く

と
い
う
困
っ
た
状
況
に
な
っ
て
い
ま
す
︒

れ
ば
Ａ
Ｌ
Ｃ
Ｏ
Ａ
の
製
品
が
装
着
さ
れ
て
い
ま

す
︒国
内
市
場
の
２
大
ホ
イ
ー
ル
メ
ー
カ
ー
で
す
︒

　

筆
者
が
考
え
る
プ
ラ
ン
は
単
純
で
す
︒
ホ
イ

ー
ル
に
︑
タ
イ
ヤ
作
業
に
支
障
の
な
い
Ｉ
Ｔ
セ
ン

サ
ー
を
内
蔵
し
︑
タ
イ
ヤ
の
空
気
圧
や
温
度
︑

ナ
ッ
ト
の
振
動
音
（
dB
表
示
）
を
読
み
取
れ
る

よ
う
に
す
る
の
で
す
︒

　

専
用
の
端
末
機
を
当
て
れ
ば
︑数
値
（
履
歴
）

を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
︒

ト
ラ
ッ
ク
の
運
行
前
に
は
空
気
圧

測
定
を
行
い
︑
運
行
後
に
は
空
気

圧
と
ナ
ッ
ト
の
振
動
音
を
計
測
し

て
︑
翌
日
の
運
行
に
備
え
る
と
い
っ

た
こ
と
が
可
能
に
な
れ
ば
︑
よ
り

安
全
な
輸
送
が
実
現
で
き
ま
す
︒

　

ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
の
﹁
２
０
２

４
年
問
題
﹂
は
︑
も
う
目
前
に
迫

っ
て
き
て
い
ま
す
︒
限
ら
れ
た
労
働

時
間
の
中
で
︑
効
率
的
な
タ
イ
ヤ

ケ
ア
を
行
う
た
め
に
も
︑
ホ
イ
ー

ル
メ
ー
カ
ー
も
一
緒
に
な
っ
て
考
え

て
ほ
し
い
で
す
︒
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「
ホ
イ
ー
ル
メ
ー
カ
ー
に
期
待
す
る
こ
と
」

　
　
　
　

︻
解
説
︼
企
業
の
パ
ワ
ハ
ラ
（
パ
ワ
ー

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
）
防
止
対
策
は
︑
令
和

２
年
６
月
の
改
正
労
働
施
策
総
合
推

進
法
︑
い
わ
ゆ
る
パ
ワ
ハ
ラ
防
止
法
に

よ
り
大
企
業
で
先
行
し
て
義
務
化
さ

れ
ま
し
た
が
︑
今
年
の
４
月
か
ら
は
中

小
企
業
に
も
適
用
と
な
り
ま
し
た
︒

　

そ
こ
で
︑
ま
ず
パ
ワ
ハ
ラ
の
定
義
で

す
が
︑
同
法
で
は
︑
職
場
に
お
け
る
①

﹁
優
越
的
な
関
係
を
背
景
と
し
た
言

動
﹂
で
あ
っ
て
︑
②
﹁
業
務
上
必
要
か

つ
相
当
な
範
囲
を
超
え
た
も
の
﹂
に
よ

り
︑
③
﹁
労
働
者
の
就
業
環
境
が
害

さ
れ
る
も
の
﹂
と
さ
れ
て
い
ま
す
︒
具

体
的
に
は
︑
①
暴
行
な
ど
の
身
体
的

　

４
月
か
ら
パ
ワ
ハ
ラ
防
止
法
が

中
小
企
業
に
も
適
用
さ
れ
た
と
い

う
こ
と
を
聞
き
ま
し
た
が
、
ど
の

よ
う
な
点
に
注
意
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
か
。

 第248回 

パワハラ防止法
が中小企業にも
適用されたが

な
攻
撃
︑
②
侮
辱
・
ひ
ど
い
暴
言
な

ど
の
精
神
的
な
攻
撃
︑
③
隔
離
・
仲

間
外
し
・
無
視
等
︑
④
業
務
上
明
ら

か
に
不
要
な
こ
と
や
遂
行
不
可
能
な

こ
と
の
強
制
・
仕
事
の
妨
害
︑
⑤
業

務
上
の
合
理
性
な
く
能
力
や
経
験
と

か
け
離
れ
た
程
度
の
低
い
仕
事
を
命

じ
る
こ
と
や
仕
事
を
与
え
な
い
こ
と
︑

⑥
私
的
な
こ
と
に
過
度
に
立
ち
入
る

こ
と
︱
︱
と
さ
れ
て
い
ま
す
︒

　

こ
れ
ら
の
パ
ワ
ハ
ラ
行
為
を
放
置
す

る
こ
と
は
︑
職
場
の
労
働
者
の
メ
ン
タ

ル
面
の
健
康
被
害
に
と
ど
ま
ら
ず
︑

職
場
環
境
の
悪
化
に
よ
る
士
気
の
低

下
︑
生
産
性
の
低
下
︑
人
材
流
出
︑

企
業
イ
メ
ー
ジ
の
悪
化
な
ど
の
リ
ス

ク
が
あ
り
︑
場
合
に
よ
っ
て
は
損
害
賠

償
訴
訟
に
よ
る
金
銭
負
担
の
お
そ
れ

す
ら
あ
り
ま
す
︒

　

も
と
も
と
わ
が
国
で
は
︑
職
場
内

で
Ｏ
Ｊ
Ｔ
（
オ
ン
・
ザ
・
ジ
ョ
ブ
・

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
）
を
通
じ
て
労
働
者

に
業
務
を
習
得
さ
せ
る
の
が
一
般
的
で

あ
り
︑
採
用
後
︑
能
力
不
足
が
分
か

っ
た
か
ら
と
い
っ
て
︑
そ
れ
を
是
正
す

る
教
育
・
指
導
を
し
な
い
ま
ま
解
雇

す
る
と
い
う
こ
と
は
︑
ほ
と
ん
ど
あ

り
ま
せ
ん
︒
こ
の
た
め
︑
上
司
と
し

て
は
︑業
務
の
習
得
の
遅
い
労
働
者
や
︑

い
く
ら
注
意
を
し
て
も
業
務
態
度
が

是
正
さ
れ
な
い
労
働
者
に
対
す
る
指

導
が
厳
し
く
な
り
が
ち
で
︑
こ
れ
が

場
合
に
よ
る
と
パ
ワ
ハ
ラ
と
さ
れ
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
︒
こ
こ
に
︑
パ
ワ
ハ
ラ

問
題
の
セ
ク
ハ
ラ
問
題
と
は
違
っ
た
難

し
さ
が
あ
る
と
こ
ろ
で
す
︒

　

そ
れ
だ
け
に
労
働
者
の
教
育
・
指

導
に
あ
た
っ
て
は
︑
慎
重
な
対
応
が

求
め
ら
れ
ま
す
︒
時
に
は
感
情
的
に

な
り
︑
大
声
を
上
げ
る
こ
と
が
あ
っ
て

も
︑
そ
れ
が
反
復
継
続
に
な
ら
な
い

よ
う
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
︒
気
が
つ
か

な
い
う
ち
に
Ｉ
Ｃ
レ
コ
ー
ダ
ー
で
録

音
さ
れ
︑
裁
判
の
動
か
ぬ
証
拠
と
さ

れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
︒
当
然
︑
懇

親
会
な
ど
酒
の
入
る
席
で
の﹁
延
長
戦
﹂

は
ご
法
度
で
す
︒
こ
の
ほ
か
︑
パ
ワ
ハ

ラ
は
︑
上
司
が
部
下
に
対
し
て
行
う

も
の
だ
け
で
な
く
︑
そ
の
逆
も
あ
り

得
る
こ
と
や
︑
職
場
内
だ
け
で
な
く
︑

顧
客
か
ら
の
労
働
者
に
対
す
る
カ
ス

タ
マ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
も
︑
事
業
主

は
気
を
配
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
︒

　

今
回
︑
事
業
主
に
義
務
づ
け
ら
れ

た
の
は
︑
①
パ
ワ
ハ
ラ
に
つ
い
て
の
事

業
主
の
方
針
等
の
明
確
化
と
周
知
・

啓
発
︑
②
相
談
窓
口
の
設
置
な
ど
体

制
の
整
備
︑
③
事
後
の
迅
速
・
適
切

な
対
応
︱
︱
な
ど
で
す
︒
こ
れ
ら
の

事
項
に
つ
い
て
の
罰
則
は
特
に
あ
り
ま

せ
ん
が
︑
実
効
確
保
措
置
と
し
て
︑

行
政
に
よ
る
①
助
言
・
指
導
・
勧
告
︑

②
企
業
名
の
公
表
︑
③
報
告
の
請
求

・
行
政
処
分
︱
︱
な
ど
が
定
め
ら
れ

て
い
ま
す
︒
た
だ
し
︑
パ
ワ
ハ
ラ
に
関

す
る
雇
用
管
理
上
の
措
置
義
務
や
︑

相
談
を
行
っ
た
こ
と
等
を
理
由
と
し

た
不
利
益
取
扱
い
の
禁
止
義
務
等
に

違
反
し
︑
法
に
基
づ
く
処
分
︑
公
表

そ
の
他
の
措
置
を
受
け
た
場
合
に
は
︑

職
業
安
定
法
に
よ
り
︑
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

で
は
そ
れ
ら
の
事
業
主
か
ら
の
求
人

申
し
込
み
は
受
理
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
︑

要
注
意
で
す
︒

Ａ�
罰
則
は
な
い
が
、
求
人
票

が
受
理
さ
れ
な
い
場
合
も

　

国
土
交
通
省
は
４
月
18
日
︑

﹁
紙
加
工
品
（
衛
生
用
品
分

野
）
に
お
け
る
物
流
の
生
産

性
向
上
及
び
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ

イ
バ
ー
の
長
時
間
労
働
改
善

に
向
け
た
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ

ン
﹂
を
取
り
ま
と
め
︑
公
表

し
た
︒

　

紙
加
工
品
分
野
の
中
で
も

衛
生
用
品
分
野
は
︑
手
荷
役

に
よ
る
バ
ラ
積
み
が
多
く
︑

早
急
に
荷
役
時
間
の
改
善
が

求
め
ら
れ
る
分
野
で
あ
る
︒

国
交
省
で
は
令
和
３
年
10

月
︑
国
交
省
・
製
造
メ
ー
カ

ー
・
卸
売
業
者
・
運
送
事
業

者
な
ど
に
よ
る
﹁
紙
加
工
品

（
衛
生
用
品
分
野
）
物
流
研

究
会
﹂（
座
長
・
矢
野
裕
児

流
通
経
済
大
学
教
授
）
を
設

置
︒
同
分
野
に
お
け
る
手
荷

役
か
ら
パ
レ
ッ
ト
化
に
向
け

た
方
策
の
検
討
を
進
め
て
き

た
︒

　

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
の
概

要
は
︑
図
の
通
り
︒

　

国
交
省
で
は
同
ア
ク
シ
ョ

ン
プ
ラ
ン
を
基
に
︑
パ
レ
ッ

ト
輸
送
と
Ｄ
Ｆ
Ｌ
（Design 

For Logistics

）
へ
の
取
り

組
み
を
推
進
し
て
い
く
と
し

て
い
る
︒

 

中
継
輸
送
の
さ
ら
な
る

普
及
促
進
へ

「
実
現
の
ポ
イ
ン
ト
」
を

取
り
ま
と
め

　

国
土
交
通
省
は
４
月
26

日
︑
中
継
輸
送
の
さ
ら
な
る

普
及
促
進
を
図
る
た
め
︑
中

継
輸
送
実
現
に
向
け
た
ポ
イ

ン
ト
を
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
と
し

て
取
り
ま
と
め
︑公
表
し
た
︒

　

ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者
を

対
象
と
し
た
調
査
の
結
果
︑

半
数
以
上
の
事
業
者
が
中
継

輸
送
の
実
施
に
前
向
き
な
意

向
を
示
し
て
い
る
も
の
の
︑

中
継
輸
送
を
実
施
し
て
い
る

事
業
者
は
約
16
％
と
道
半
ば

の
状
況
と
な
っ
て
い
る
︒

　

国
交
省
で
は
︑
荷
主
や
運

送
事
業
者
︑
民
間
の
中
継
輸

送
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
し
て

い
る
事
業
者
へ
の
ヒ
ア
リ
ン

グ
を
実
施
︒
同
結
果
を
基
に
︑

中
継
輸
送
実
現
の
た
め
の
ポ

イ
ン
ト
を
取
り
ま
と
め
た
︒

　

同
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
は
︑
国

交
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
二
次

元
コ
ー
ド
）
よ
り
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
可
能
︒
な
お
︑
同
ペ
ー
ジ

で
は
︑
新
た
に
５
件
の
中
継

輸
送
事
例
を
追
加
し
た
﹁
中

継
輸
送
の
取
組
事
例
集
（
令

和
４
年
４
月

改
訂
）﹂
も

ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
る
︒

 
﹁
視
野
障
害
対
策
マ
ニュ
ア

ル
﹂
を
策
定

視
野
障
害
の
早
期
発
見
・

治
療
継
続
へ

　

国
土
交
通
省
は
３
月
29
日
︑

﹁
自
動
車
運
送
事
業
者
に
お

け
る
視
野
障
害
対
策
マ
ニ
ュ

ア
ル
﹂
を
策
定
し
た
︒

　

事
業
用
自
動
車
の
運
転
者

が
疾
病
に
よ
り
運
転
を
継
続

で
き
な
く
な
る
事
案
は
依
然

と
し
て
多
く
発
生
し
て
い
る
︒

そ
の
中
で
︑
視
野
障
害
を
有

す
る
運
転
者
が
︑
自
身
の
疾

患
に
気
付
か
ず
に
運
転
を
継

続
し
て
い
る
場
合
︑
信
号
や

標
識
を
見
落
と
す
等
に
よ

り
︑
重
大
事
故
を
引
き
起
こ

す
可
能
性
が
高
く
な
る
︒

　

同
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
︑
自
動

車
運
送
事
業
者
に
対
し
︑
視

 

Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
削
減
を
目
的

と
し
た
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ

事
業
を
新
た
に
実
施ＬＥ

Ｖ
Ｏ

　
（
一
財
）
環
境
優
良
車
普

及
機
構
（
Ｌ
Ｅ
Ｖ
Ｏ
）
は
４

月
15
日
︑
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
削

減
を
目
的
に
︑
以
下
の
コ
ン

サ
ル
テ
ィ
ン
グ
事
業
を
新
た

に
実
施
す
る
と
発
表
し
た
︒

①
日
々
の
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
把

握
の
た
め
の
支
援

野
障
害
に
よ
る
運
転
リ
ス
ク

に
つ
い
て
周
知
し
︑
眼
科
健

診
の
受
診
や
治
療
の
継
続
を

促
進
す
る
た
め
に
策
定
︒
視

野
障
害
対
策
を
進
め
る
に
あ

た
っ
て
︑
知
っ
て
お
く
べ
き
内

容
や
取
り
組
む
際
の
手
順
等

を
具
体
的
に
示
し
て
い
る
︒

　

な
お
︑
同
マ
ニ
ュ
ア
ル
概

要
版
を
今
号
の
﹃
広
報
と
ら

っ
く
﹄
に
同
封
し
て
い
る
︒

パ
レ
ッ
ト
輸
送・
Ｄ
Ｆ
Ｌ
の
促
進
に

向
け
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
を
策
定

紙
加
工
品
（
衛
生
用
品
分
野
）

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
で

は
︑
中
小
事
業
者
を
は
じ
め

と
し
た
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業

者
が
自
社
の
車
両
の
Ｃ
Ｏ
２

排
出
総
量
ま
た
は
Ｃ
Ｏ
２
排

出
原
単
位
を
把
握
す
る
こ
と

を
目
指
し
︑﹁
ト
ラ
ッ
ク
運

送
事
業
者
用
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量

簡
易
算
定
ツ
ー
ル
﹂
の
公
表

を
開
始
す
る
こ
と
と
し
て
い

る
︒
Ｌ
Ｅ
Ｖ
Ｏ
で
は
︑
事
業

者
か
ら
の
同
ツ
ー
ル
に
関
す

る
質
問
を
受
け
付
け
る
︒

②
日
々
の
Ｃ
Ｏ
２
排
出
削
減
の

た
め
の
支
援

　

Ｅ
Ｍ
Ｓ
（
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ

管
理
シ
ス
テ
ム
）
機
器
情
報

を
活
用
し
た
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ

の
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
支
援

を
実
施
す
る
︒

③
車
両
導
入
に
よ
る
Ｃ
Ｏ
２
排

出
削
減
の
た
め
の
支
援

　

電
気
自
動
車
を
対
象
に
し

た
︑車
両
導
入
に
よ
る
Ｃ
Ｏ
２

排
出
削
減
の
コ
ン
サ
ル
テ
ィ

ン
グ
支
援
を
実
施
す
る
︒

「パートナーシップ構築宣言」を「パートナーシップ構築宣言」を
作成・公表しませんか作成・公表しませんか

　中小企業庁が昨年9月に実施した価
格交渉促進月間に係るフォローアップ
調査において、価格交渉の協議状況に
おいても、価格転嫁の達成状況におい
ても、親事業者がトラック運送業であ
る場合の下請中小企業との取引適正化

が進んでいない実態が見られます。
　こうした状況を踏まえ、内閣府と中企庁、（公財）全国中小企業振興機
関協会では運送事業者等に対して、取引先とのパートナーシップを強化す
るなど「新たな共存共栄関係の構築」を目指すための「パートナーシップ
構築宣言」の作成・公表を呼びかけています。
　同宣言の概要は、次の通りです。

①取引先との共存共栄の取り組みや、「取引条件のしわ寄せ」防止を、
代表者の名前で宣言します　

「サプライチェーン全体の共存共栄と規模・系列等を越えた新たな連携」、
「親事業者と下請事業者の望ましい取引慣行の遵守」などについて宣言
します

②「宣言」はポータルサイト上に公表されます
宣言をポータルサイトに提出すると、宣言が掲載されます

③「宣言」企業は「ロゴマーク」（写真㊤）を使うことができます
④一部の補助金について、加点措置を講じます

※詳細については、同宣言ポータルサイト（二次元コード）
　をご参照ください。

図　アクションプランの概要
【民間の取り組み】

・衛生用品分野におけるパレットサイズは T11 型（1,100㎜× 1,100㎜）
とする

・T11 型を活用する上で積載効率の低下を最大限抑えるため、外装サイズ
の最適化（DFL:Design For Logistics）を進める

【行政の支援】
・物流総合効率化法の枠組みに基づく支援・表彰制度の活用・周知 PR

【推進体制】
・行政の旗振りの下、関係者によるフォローアップを行い、取り組みを推

進する



（4）第2199号（第3種郵便物認可）令和4年（2022年）5月1日

お問い合わせはこちらまで
北海道航路

九州航路

（営業一部）

（営業二部）

TEL：03-6866-7305

TEL：03-6866-7308

当社はジャパントラックショー 2022 に出展しております。
ぜひ当社ブースまでお越しください。

船舶を利用して物流を効率化させませんか。船舶を利用して物流を効率化させませんか。

「2024年問題対応」「モーダルシフト」
お任せください！
「2024年問題対応」「モーダルシフト」
お任せください！

長距離輸送に船舶を利用することで
より安全に、より確実に
貨物を目的地まで運ぶことができます。
海上輸送は、定時性にすぐれた
安全性の高い輸送手段です。

於：パシフィコ横浜　5/12（木）・13（金）・14（土）
10：00～18：00（5/14日のみ17：00まで）

北海道航路「さんふらわあ ふらの」

苅田航路「ぶぜん」

◎タイムスケジュール例

大洗

首都圏

集荷日
翌日
ミッドナイト配送

東京港 苅田港 九州全域

約2時間 約 1時間約 18時間

札幌市内大洗港品川区内 苫小牧港

大洗

1：45発
19：30着

19：45着
1：30発

13：30着
18：45発

19：45発
  14：00着

16：45出発 15：00到着19：45発 ［翌日］13：30着

翌日22：30当日21：00

3日目06：00

※2022年2月現在の情報です。最新の情報は商船三井フェリーHPをご確認ください。
　その他、各港のスケジュールに関しましては、お問い合わせください。

3日目朝一配送 翌日04：30
※宇野港・坂出港へは
　上り便で週一便寄港

集荷日

14：00発18：45着

16：30到着 16：45出発18：45発［翌日］14：00着 17：45着14：30発

翌
日

翌
日

苫小牧

苫小牧

苅田航路運航スケジュール

北海道航路運航スケジュール

　

同
事
業
は
︑
荷
主
企
業
や

一
般
消
費
者
が
よ
り
安
全
性

の
高
い
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業

者
を
選
び
や
す
く
す
る
と
と

も
に
︑
事
業
者
全
体
の
安
全

性
向
上
に
対
す
る
意
識
を
高

め
る
た
め
の
環
境
整
備
を
図

る
目
的
で
︑
ト
ラ
ッ
ク
運
送

事
業
者
の
安
全
性
を
正
当
に

評
価
・
認
定
し
︑
公
表
す
る

と
と
も
に
︑
認
定
マ
ー
ク
や

認
定
ス
テ
ッ
カ
ー
︑
認
定
ワ

ッ
ペ
ン
を
﹁
安
全
性
優
良
事

業
所
﹂
の
証
と
し
て
︑
認
定

制
度
︒

　

２
０
０
３
年
度
か
ら
ス
タ

ー
ト
し
︑
２
０
２
2
年
３
月

末
現
在
で
２
万
７
８
９
８
事

業
所
（
全
事
業
所
の
32
・
０

％
）
を
﹁
安
全
性
優
良
事
業

所
﹂（
Ｇ
マ
ー
ク
事
業
所
）と

し
て
認
定
し
て
い
る
図
１
︒

　

認
定
事
業
所
に
対
し
て

は
︑
認
定
証
が
交
付
さ
れ
る

有
効
期
間
内
に
限
り
使
用
す

る
こ
と
が
認
め
ら
れ
︑
荷
主

企
業
や
一
般
消
費
者
等
に
ア

ピ
ー
ル
す
る
こ
と
が
で
き
る
︒

　

安
全
性
優
良
事
業
所
に
対

し
て
は
︑
表
１
で
示
し
た
イ

ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
が
付
与
さ
れ

る
︒

　

今
年
度
の
更
新
対
象
と
な

る
認
定
番
号
は
︑
表
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通

り
︒
更
新
対
象
事
業
所
に
対

し
て
は
﹁
Ｇ
マ
ー
ク
更
新
の

ご
案
内
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ハ
ガ
キ
を
送
付
し

て
い
る
︒
な
お
︑
ハ
ガ
キ
が

４
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日
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で
に
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か
な
い

　

安
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性
優
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事
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Ｈ
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︑
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︑
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︒
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︑
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マ
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︑
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︒
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Ｇ
マ
ー
ク
を
取

得
す
る
必
要
が
あ
る
︒
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府
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協
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︒

　

Ｇ
マ
ー
ク
評
価
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︑
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般
貨
物
自
動

車
運
送
事
業
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動
車
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送
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業
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︑
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０
２
２
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︑
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︑
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車

の
数
が
５
台
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︱
︱
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い
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︒

　

申
請
か
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定
ま
で
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流
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︑
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０
２
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︑
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︑
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︑
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ｂ
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︑
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︒
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０
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︑
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Ｇ
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０
２
２
年
３
月
末
現
在
で
２
万
７
８
９
８
事
業
所

に
達
し
︑
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全
事
業
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０
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︒
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定
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 図１ 　認定事業所数および認定事業所の車両台数の推移

 図２ 　申請から認定までの流れ

 表２ 　今年度の更新対象となる認定証番号
今回の更新種別 前回の申請年度 現在の認定証番号

初回更新 2020 年度（新規） 209****
２回目更新 2019 年度（初回更新） 199****（１）
３回目更新 2018 年度（２回目更新） 189****（２）

４回目更新 2018 年度（３回目更新） 189****（３）

５回目更新 2018 年度（４回目更新） 189****（４）
※「認定証番号」の欄の「*」は各事業所に割り振られた数字が入っている。

 表５ 　安全性優良事業所の有効期間
新規・更新の種別 現在の認定証番号 今回の認定による有効期間
新規認定事業所 2023 年１月１日〜 2024 年 12 月 31 日（２年間）
初回更新事業所 209**** 2023 年１月１日〜 2025 年 12 月 31 日（３年間）
２回目更新事業所 199****（１）

2023 年１月１日〜 2026 年 12 月 31 日（４年間）
３回目更新事業所 189****（２）
４回目更新事業所 189****（３）
５回目更新事業所 189****（４）
※「現在の認定証番号」欄の「*」は各事業所に割り振られた数字をさす

 表３ 　今年度の主な変更点
①申請書類に係る押印の廃止

申請書類等、提出書類への押印を廃止します。
②厚生年金保険料の納付確認書類の提出廃止

申請時に提出いただいた「厚生年金保険料の納付状況が確
認できる書類」について、提出を不要とします。

③申請受付方法について
申請書類の提出は、原則、地方実施機関（都道府県ト協）
受付窓口への提出とします。ただし、地理的条件等により
郵送を希望する場合には、郵送による申請書類の提出を認
めます（郵送の場合は 7 月 12 日㈫までに地方実施機関へ
必着）

④オンライン方式による研修会等の受講
評価項目「安全性に対する取組の積極性」の自認項目５「外
部の研修機関・研修会へ運転者等を派遣している。」につい
て、オンライン形式による研修会等を受講した場合は、通
常の提出資料のほか、研修概要、感想等を記載したオンラ
イン研修実施記録の提出により評価します。

 表１ 　安全性優良事業所に係るインセンティブ付与

国土交通省

①違反点数の消去、② IT 点呼の導入、③点呼の優遇、
④補助条件の緩和、⑤安全性優良事業所表彰、⑥基準
緩和自動車の有効期間の延長、⑦特殊車両通行許可の
有効期間の延長

全日本
トラック

協会

助成の優遇（ドライバー等安全教育訓練促進助成制
度、安全装置等導入促進助成事業、経営診断受診促進
助成事業）

損保会社 保険料の割引

 表４ 　新型コロナウイルス感染防止に係る特例措置

評価項目に係る特例措置

Ⅲ：安全性に対する取組の積極性（配点 21 点）
新型コロナウイルス感染拡大の影響で実施できなかった取
組について、下記の自認項目に限り、別に定める自認書で
評価します。

項
目
２

事業所内で安全対策会議（安全に関する QC 活動を含
む。）を定期的に実施している。

項
目
３

荷主企業、協力会社又は下請会社との安全対策会議を定
期的に実施している。

項
目
５

外部の研修機関・研修会へ運転者等を派遣している。

※特例措置の詳細は、全ト協 HP に掲載
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安
全
性
評
価
事
業
の
制
度
紹
介

安
全
性
優
良
事
業
所
の
シ
ン
ボ
ル
「
Ｇ
マ
ー
ク
」

安
全
性
優
良
事
業
所
の
シ
ン
ボ
ル
「
Ｇ
マ
ー
ク
」

G マーク特集
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昭
和
42
年
に
福
井
県
鯖
江

市
に
誕
生
し
た
瀧
ヶ
花
運
送

㈱
は
︑
鉄
骨
類
や
建
材
︑
家

具
等
を
関
西
や
中
京
︑
関
東

地
方
な
ど
に
輸
送
し
て
い
る

ほ
か
︑
バ
ラ
セ
メ
ン
ト
や
産

業
廃
棄
物
等
の
近
距
離
輸
送

も
手
が
け
て
い
る
運
送
会
社

で
あ
る
︒
ま
た
︑同
社
で
は
︑

地
元
で
生
産
さ
れ
る
輸
出
用

メ
ガ
ネ
の
輸
送
も
行
っ
て
い

る
︒

　

同
社
が
Ｇ
マ
ー
ク
を
初
め

て
取
得
し
た
の
は
︑
平
成
25

年
の
こ
と
で
あ
る
︒

　
﹁
当
社
の
安
全
性
向
上
へ
の

取
り
組
み
を
荷
主
企
業
の
皆

様
に
対
し
て
効
果
的
に
ア
ピ

ー
ル
す
る
こ
と
の
で
き
る
ツ

ー
ル
と
し
て
︑
Ｇ
マ
ー
ク
は

非
常
に
有
効
で
は
な
い
か
と

感
じ
︑
Ｇ
マ
ー
ク
取
得
を
決

め
ま
し
た
︒
当
社
で
は
も
と

も
と
事
故
防
止
対
策
に
力
を

入
れ
て
い
た
こ
と
も
あ
り
︑

１
回
目
の
申
請
で
無
事
Ｇ
マ

ー
ク
を
取
得
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
﹂（
瀧
ヶ
花
社
長
）

会
﹂
と
︑
担
当
す
る
業
務
に

よ
っ
て
ブ
ロ
ッ
ク
分
け
さ
れ
た

メ
ン
バ
ー
に
よ
る
﹁
ブ
ロ
ッ
ク

会
議
﹂
が
挙
げ
ら
れ
る
︒

　
﹁
安
全
講
習
会
﹂で
は
︑﹁
た

だ
講
義
を
聞
く
だ
け
で
な

く
︑
実
際
に
体
験
し
て
も
ら

い
︑
事
故
防
止
の
重
要
性
を

確
実
に
身
に
付
け
て
も
ら
い

た
い
﹂（
同
）と
の
考
え
か
ら
︑

実
技
講
習
を
ふ
ん
だ
ん
に
取

り
入
れ
る
よ
う
に
し
て
い
る
︒

　

例
え
ば
︑
ト
ラ
ッ
ク
メ
ー

カ
ー
か
ら
担
当
者
を
招
き
講

習
会
を
行
っ
た
際
に
は
︑
ド

ラ
イ
バ
ー
全
員
参
加
の
﹁
省

エ
ネ
運
転
講
習
﹂
を
実
施
し

た
︒
事
前
に
走
行
コ
ー
ス
を

決
め
て
︑
同
社
の
ド
ラ
イ
バ

ー
が
ト
ラ
ッ
ク
を
運
転
︒
そ

の
結
果
を
踏
ま
え
て
︑
ト
ラ

ッ
ク
メ
ー
カ
ー
の
担
当
者
が
︑

よ
り
省
燃
費
で
安
全
性
の
高

い
運
転
操
作
に
つ
い
て
講
義

を
行
っ
た
︒
ま
た
︑
今
年
２

月
に
行
っ
た
安
全
講
習
会
で

は
︑
近
年
秋
か
ら
冬
に
か
け

て
︑
大
型
ト
ラ
ッ
ク
の
タ
イ

ヤ
脱
落
に
よ
る
事
故
が
増
加

傾
向
に
あ
る
こ
と
か
ら
︑
タ

イ
ヤ
や
ホ
イ
ー
ル
に
関
す
る

適
切
な
安
全
点
検
の
仕
方
に

つ
い
て
実
体
験
し
た
︒

　

一
方
︑
１
~
２
か
月
に
１

回
実
施
し
て
い
る
﹁
ブ
ロ
ッ

ク
会
議
﹂
で
は
︑
各
ブ
ロ
ッ

ク
の
メ
ン
バ
ー
と
と
も
に
瀧

ヶ
花
社
長
も
参
加
し
︑
事
故

や
ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
事
例
︑
荷

役
作
業
に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル

な
ど
に
つ
い
て
話
し
合
う
こ

と
に
し
て
い
る
︒
同
会
議
に

瀧
ヶ
花
社
長
も
参
加
す
る
こ

と
で
︑
活
発
な
議
論
が
促
さ

れ
る
と
と
も
に
︑
経
営
者
と

ド
ラ
イ
バ
ー
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
の
場
と
し
て
も
機

能
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い

う
︒

　
﹁
当
社
で
は
従
来
か
ら
﹃
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
深
化
﹄

に
力
を
入
れ
て
き
ま
し
た
︒

当
社
の
ド
ラ
イ
バ
ー
や
お
客

様
と
の
会
話
を
通
じ
て
︑
当

社
を
取
り
巻
く
経
営
課
題
を

し
っ
か
り
と
把
握
し
た
上
で
︑

安
全
性
の
高
い
輸
送
サ
ー
ビ

ス
の
提
供
を
目
指
し
︑
今
後

も
様
々
な
取
り
組
み
を
進
め

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
﹂（
同
）

　

ま
た
︑
同
社
に
は
長
距
離

運
行
に
就
く
ド
ラ
イ
バ
ー
も

少
な
く
な
い
こ
と
か
ら
︑
実

効
性
の
高
い
︑
適
切
な
形
で

の
点
呼
を
継
続
的
に
実
施
し

て
い
く
こ
と
で
︑
事
故
を
未

然
に
防
い
で
い
く
必
要
が
あ

る
︒
同
社
の
場
合
は
︑
長
距

離
運
行
の
際
に
は
電
話
点
呼

を
実
施
し
て
い
る
が
︑
そ
の

際
に
は
気
象
状
況
や
路
面
条

件
な
ど
に
関
す
る
情
報
交
換

を
欠
か
さ
ず
に
行
う
よ
う
に

し
て
い
る
︒

　
﹁
福
井
県
を
は
じ
め
と
し

　

安
全
性
の
高
い
輸
送
サ
ー

ビ
ス
の
提
供
を
目
指
し
︑
Ｇ

マ
ー
ク
認
定
と
継
続
︑
そ
し

て
事
故
防
止
対
策
に
果
敢
に

取
り
組
ん
で
い
る
同
社
︒
様

々
な
安
全
対
策
の
中
で
も
同

社
が
最
も
力
を
入
れ
て
い
る

の
が
︑
新
人
ド
ラ
イ
バ
ー
へ

の
研
修
で
あ
る
︒

　

同
社
で
は
︑
30
代
後
半
ぐ

ら
い
の
運
送
業
界
未
経
験
者

が
︑
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー

を
目
指
し
て
同
社
の
門
を
叩

く
こ
と
が
多
い
と
い
う
︒
同

た
北
陸
地
方
で
は
︑
冬
に
な

る
と
大
雪
に
見
舞
わ
れ
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
︒
近
年
は
︑

短
時
間
で
30
㌢
㍍
も
積
雪
す

る
よ
う
な
﹃
ゲ
リ
ラ
豪
雪
﹄

に
な
る
こ
と
も
あ
り
︑
国
道

８
号
や
北
陸
自
動
車
道
な
ど

で
車
両
が
立
ち
往
生
し
て
し

ま
い
︑
道
路
交
通
網
が
麻
痺

し
て
し
ま
う
よ
う
な
事
態
も

決
し
て
珍
し
く
は
あ
り
ま
せ

ん
︒
特
に
冬
に
は
︑
気
象
条

件
や
路
面
条
件
な
ど
が
大
き

く
変
わ
る
こ
と
が
あ
る
た
め
︑

電
話
点
呼
の
際
に
は
ド
ラ
イ

バ
ー
に
対
し
︑
目
的
地
や
通

過
地
の
天
候
に
は
特
に
注
意

す
る
よ
う
伝
え
て
い
ま
す
﹂

（
瀧
ヶ
花
洋
子
代
表
取
締
役

相
談
役
）

　

併
せ
て
︑
長
距
離
運
行
の

ド
ラ
イ
バ
ー
に
は
携
帯
型
ア

ル
コ
ー
ル
検
知
器
を
持
参
さ

せ
て
い
る
︒
測
定
結
果
は
デ

ー
タ
通
信
に
よ
り
︑
営
業
所

に
い
る
運
行
管
理
者
が
即
座

に
確
認
で
き
る
た
め
︑
ア
ル

コ
ー
ル
チ
ェ
ッ
ク
の
高
い
信
頼

性
が
確
保
さ
れ
て
い
る
︒

社
の
場
合
︑
入
社
後
の
試
用

期
間
は
基
本
的
に
は
３
か
月

間
だ
が
︑
習
熟
の
度
合
い
に

よ
っ
て
試
用
期
間
が
延
長
さ

れ
る
こ
と
も
あ
る
︒
試
用
期

間
中
︑
新
人
ド
ラ
イ
バ
ー
は

毎
日
同
じ
添
乗
指
導
員
の
下

で
指
導
を
受
け
る
と
と
も
に
︑

新
人
ド
ラ
イ
バ
ー
の
習
熟
状

況
は
﹁
添
乗
指
導
記
録
表
﹂

に
毎
日
記
録
さ
れ
る
︒

　

記
録
表
で
の
チ
ェ
ッ
ク
項

目
は
︑
表
で
示
し
た
項
目
に

つ
い
て
︑
そ
れ
ぞ
れ
最
大
６
つ

の
チ
ェッ
ク
ポ
イ
ン
ト
が
設
定

さ
れ
て
お
り
︑
非
常
に
多
岐

に
わ
た
っ
て
い
る
︒

　

新
人
ド
ラ
イ
バ
ー
の
習
熟

状
況
を
総
合
的
に
判
断
し
︑

添
乗
指
導
員
が
許
可
を
出
す

ま
で
は
︑
新
人
ド
ラ
イ
バ
ー

は
１
人
で
の
乗
務
に
就
く
こ

と
は
で
き
な
い
︒﹁
１
人
で
の

乗
務
が
可
能
﹂
と
判
断
さ
れ

る
と
︑
新
人
ド
ラ
イ
バ
ー
は

添
乗
指
導
員
と
と
も
に
発
荷

主
先
・
着
荷
主
先
に
出
向

き
︑
荷
主
担
当
者
に
新
人
ド

ラ
イ
バ
ー
の
運
転
操
作
や
接

遇
マ
ナ
ー
な
ど
を
確
認
し
て

も
ら
っ
た
上
で
︑
乗
務
の
可

否
に
つ
い
て
荷
主
担
当
者
に

判
断
し
て
も
ら
う
︒
荷
主
担

当
者
の
判
断
の
材
料
と
な
る

の
が
︑
試
用
期
間
中
︑
添
乗

指
導
員
に
よ
っ
て
毎
日
欠
か

さ
ず
に
記
録
さ
れ
た
記
録
表

で
あ
る
︒
荷
主
担
当
者
の
許

可
が
得
ら
れ
た
場
合
︑
晴
れ

て
新
人
ド
ラ
イ
バ
ー
は
本
採

用
と
な
り
︑
ひ
と
り
立
ち
す

る
こ
と
が
で
き
る
︒

　

Ｇ
マ
ー
ク
取
得
後
も
﹁
安

全
性
優
良
事
業
所
と
し
て
ふ

さ
わ
し
い
運
送
事
業
所
﹂
で

あ
り
続
け
る
べ
く
︑
安
全
性

の
高
い
輸
送
サ
ー
ビ
ス
の
提

供
に
向
け
て
奮
闘
し
て
い
る

同
社
︒
同
社
に
お
け
る
事
故

防
止
に
向
け
た
継
続
的
な
取

り
組
み
が
︑
荷
主
な
ど
か
ら

評
価
さ
れ
つ
つ
あ
る
と
い
う
︒

　
﹁
当
社
で
は
名
刺
に
も
Ｇ

マ
ー
ク
を
入
れ
て
お
り
︑
お

客
様
に
対
し
て
Ｇ
マ
ー
ク
の

も
つ
意
味
を
説
明
し
て
い
く

こ
と
で
︑
当
社
が
安
全
性
の

高
い
事
業
所
で
あ
る
こ
と
を

ご
認
識
い
た
だ
け
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
︒
一
方
︑
当
社

の
ド
ラ
イ
バ
ー
も
︑
Ｇ
マ
ー

ク
ス
テ
ッ
カ
ー
が
貼
ら
れ
て

い
る
ト
ラ
ッ
ク
を
日
々
運
転

す
る
こ
と
で
︑
確
実
に
安
全

へ
の
意
識
が
高
ま
っ
て
い
る
と

感
じ
て
い
ま
す
︒
Ｇ
マ
ー
ク

の
取
得
は
︑
当
社
に
と
っ
て

非
常
に
良
か
っ
た
こ
と
だ
と

感
じ
て
い
ま
す
﹂（
瀧
ヶ
花
相

談
役
）

　
﹁
お
客
様
に
対
し
て
﹃
質

の
高
い
輸
送
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
し
て
い
き
た
い
﹄
と
い
う

強
い
思
い
か
ら
︑
こ
の
取
り

組
み
を
始
め
ま
し
た
︒
接
遇

マ
ナ
ー
な
ど
様
々
な
評
価
ポ

イ
ン
ト
が
あ
る
中
で
︑
最
も

重
要
な
の
は
﹃
新
人
ド
ラ
イ

バ
ー
が
︑
お
客
様
に
満
足
し

て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
安
全

性
の
高
い
輸
送
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
で
き
る
か
﹄
と
い
う
こ

と
で
あ
り
︑
チ
ェ
ッ
ク
項
目
の

中
に
最
も
多
く
盛
り
込
ん
で

い
る
の
は
事
故
防
止
に
関
す

る
内
容
で
す
︒
新
人
ド
ラ
イ

バ
ー
の
も
つ
安
全
性
は
︑
添

乗
指
導
記
録
表
と
い
う
目
に

見
え
る
形
で
お
客
様
に
ご
説

明
し
︑
お
客
様
に
ご
納
得
い

た
だ
い
た
上
で
︑
新
人
ド
ラ

イ
バ
ー
に
仕
事
を
任
せ
る
よ

う
に
し
て
い
ま
す
︒
お
客
様

か
ら
信
頼
い
た
だ
け
る
企
業

で
あ
り
続
け
る
た
め
に
︑
そ

し
て
﹃
瀧
ヶ
花
運
送
以
外
の

運
送
会
社
に
は
︑
当
社
の
輸

送
を
任
せ
る
こ
と
は
で
き
な

い
﹄
と
お
客
様
に
感
じ
て
い

た
だ
け
る
よ
う
に
し
て
い
く

た
め
に
︑
記
録
表
な
ど
を
活

用
し
︑
当
社
の
安
全
性
向
上

へ
の
取
り
組
み
を
明
確
に
説

明
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
ま

す
﹂（
瀧
ヶ
花
社
長
）

　
﹁
お
客
様
が
運
送
事
業
所

を
評
価
す
る
た
め
の
ポ
イ
ン

ト
は
様
々
あ
る
と
思
い
ま
す

が
︑
い
ろ
い
ろ
な
評
価
ポ
イ

ン
ト
が
あ
る
中
で
︑
事
故
防

止
は
何
よ
り
も
大
事
に
な
っ

て
く
る
と
考
え
て
い
ま
す
︒

お
客
様
か
ら
信
頼
い
た
だ
け

る
運
送
事
業
所
と
し
て
事
業

を
継
続
し
て
い
く
た
め
に
は
︑

高
い
安
全
性
を
証
明
す
る
Ｇ

マ
ー
ク
は
今
や
欠
か
せ
な
い

も
の
に
な
っ
た
と
い
え
る
で
し

ょ
う
﹂（
瀧
ヶ
花
社
長
）

（
取
材
協
力
）
瀧
ヶ
花
運
送

㈱　

瀧
ヶ
花
秀
晃
代
表
取
締

役
社
長
、
瀧
ヶ
花
洋
子
代
表

取
締
役
相
談
役

　

同
社
に
お
け
る
安
全
教
育

の
場
と
し
て
は
︑
年
に
１
回

実
施
し
て
い
る
﹁
安
全
講
習

　

２
０
２
２
年
度
の
﹁
貨
物
自
動
車
運
送
事
業
安
全
性
評
価
事
業
（
Ｇ
マ
ー
ク
制

度
）﹂
が
本
格
的
に
ス
タ
ー
ト
し
た
（
４
面
に
制
度
概
要
）︒

　
﹃
広
報
と
ら
っ
く
﹄
で
は
︑
Ｇ
マ
ー
ク
認
定
を
受
け
て
い
る
安
全
性
優
良
事
業

所
を
訪
ね
︑
Ｇ
マ
ー
ク
認
定
取
得
の
経
緯
や
安
全
性
向
上
へ
の
取
り
組
み
︑
ま
た

Ｇ
マ
ー
ク
取
得
に
よ
る
メ
リ
ッ
ト
な
ど
を
取
材
し
た
︒

　

今
回
は
︑
平
成
25
年
度
に
Ｇ
マ
ー
ク
を
取
得
以
来
︑
認
定
事
業
所
と
し
て
事
故

防
止
へ
の
取
り
組
み
に
磨
き
を
か
け
︑
荷
主
企
業
か
ら
の
高
い
評
価
を
獲
得
し
続

け
て
い
る
︑福
井
県
鯖
江
市
の
瀧
ヶ
花
運
送
㈱
（
瀧
ヶ
花
秀
晃
代
表
取
締
役
社
長
）

本
社
営
業
所
を
紹
介
す
る
︒

瀧ヶ花　秀晃
代表取締役社長

瀧ヶ花　洋子
代表取締役相談役

瀧ヶ花運送㈱
［代表取締役社長　瀧ヶ花　秀晃］

本社営業所　福井県鯖江市下野田町7-4
創　　立　昭和42年10月
資  本  金　2,080万円
従業員数　28人（うちドライバー20人）
車  両  数　21台

会社概要

大型ウイング車やジェットパック車などにより、多彩な輸送を展開している瀧ヶ花運送

瀧
ヶ
花
運
送
株
式
会
社
本
社
営
業
所
（
福
井
県
鯖
江
市
）

荷
主
企
業
へ
の
認
知
度
が
高
ま
り
つ
つ
あ
る
中

Ｇ
マ
ー
ク
を
取
得
し
安
全
性
向
上
を
ア
ピ
ー
ル

実
技
講
習
を
充
実
さ
せ
て
知
識
の
定
着
を
図
る

長
距
離
運
行
時
の
点
呼
に
も
力
を
入
れ
る

新
人
の
１
人
運
行
の
可
否
を
荷
主
が
判
断

独
自
の
「
記
録
表
」
を
活
用
し
て
安
全
性
を
説
明

Ｇ
マ
ー
ク
事
業
所
と
し
て
ふ
さ
わ
し
く
あ
る
た
め

事
故
防
止
へ
の
継
続
的
な
取
り
組
み
を
誓
う

表　添乗指導記録表のチェック項目
乗務前 ①運行前点検、②服装

走　行

③運転姿勢、④発進、⑤通行
帯、⑥カーブ、⑦速度調節、
⑧追従と車間距離、⑨すれち
がい時、⑩側方通過、⑪ブレ
ーキ操作、⑫追越し、⑬追越
しされるとき、⑭一時停止、
⑮信号機のない交差点、⑯信
号機のある交差点、⑰歩行者
の保護、⑱踏切通過、⑲左折
及び右折の方法、⑳バック
時、�夜間走行

駐　車 �待機時、�駐車

態　度
�走行中、�ヒヤリ・ハット
時、�お客様、�トラブル時、
�性格

ト
ラ
ッ
ク
メ
ー
カ
ー
の
担
当
者
を
招

き
実
施
し
た
﹁
安
全
講
習
会
﹂

安
全
講
習
会
で
は
、
座
学
に
よ
る
講
義

だ
け
で
な
く
、
実
技
講
習
を
ふ
ん
だ
ん

に
取
り
入
れ
て
い
る

さ
ら
な
る
安
全
性
向
上
を
実
現
し　

Ｇ
マ
ー
ク
の
価
値
を
守
る

さ
ら
な
る
安
全
性
向
上
を
実
現
し　

Ｇ
マ
ー
ク
の
価
値
を
守
る

Ｇ
マ
ー
ク
は「
高
品
質
な
輸
送
サ
ー
ビ
ス
」
の
証

Ｇ
マ
ー
ク
は「
高
品
質
な
輸
送
サ
ー
ビ
ス
」
の
証

Ｇマーク認 定
事 業 所 紹 介

特 集



令和4年（2022年）5月1日 （6）第2199号（第3種郵便物認可）

賃
金
を
維
持
な
い
し
は
上
げ

な
が
ら
労
働
時
間
の
短
縮
を

実
現
す
る
た
め
に
は
不
可
欠

で
あ
る
︒
そ
し
て
︑
そ
れ
ら

月
60
時
間
を
超
え
る
残
業
に

は
50
％
増
し
の
賃
金
を
支
払

う
こ
と
に
な
る
︒
そ
し
て
２

０
２
４
年
４
月
か
ら
は
時
間

外
労
働
が
月
平
均
80
時
間
に

な
る
（
表
）︒
つ
ま
り
︑
か
ろ

う
じ
て
２
０
２
４
年
問
題
を

ク
リ
ア
し
た
と
し
て
も
︑
残

業
割
増
賃
金
率
が
適
用
さ
れ

る
毎
月
20
時
間
の
時
間
外
労

　

①
﹁
ト
レ
ー
ラ
や
ス
ワ
ッ

プ
ボ
デ
ィ
な
ど
に
よ
る
中
継

輸
送
﹂︑
②
﹁
単
車
で
︑
中

継
基
地
で
ド
ラ
イ
バ
ー
が
交

代
す
る
方
式
﹂（
リ
レ
ー
方

式
も
あ
る
）︑
③
﹁
単
車
で
フ

ェ
リ
ー
利
用
﹂︑
④
﹁
２
マ
ン

運
行
﹂
︱
︱
な
ど
で
あ
る
︒

　

こ
れ
ら
の
課
題
を
整
理
す

る
と
︑
①
や
②
は
中
継
基
地

が
必
要
に
な
る
︒
最
近
は
中

継
基
地
の
提
供
を
ビ
ジ
ネ
ス

　

ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
が
直

面
し
て
い
る
大
き
な
課
題
を

挙
げ
れ
ば
︑
①
﹁
２
０
２
４

年
問
題
﹂︑
②
﹁﹃
標
準
的
な

運
賃
﹄
と
燃
料
サ
ー
チ
ャ
ー

ジ
﹂︑③﹁
物
流
改
善
Ｄ
Ｘ（
デ

ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ

ー
シ
ョ
ン
）﹂︱
︱
で
あ
ろ
う
︒

各
課
題
に
つ
い
て
の
説
明
は

省
く
が
︑
こ
れ
ら
３
つ
は
相

互
に
関
連
し
て
い
る
︒
具
体

的
に
は
課
題
ご
と
に
取
り
組

ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
︑

経
営
的
に
は
三
位
一
体
と
し

て
認
識
す
る
必
要
が
あ
る
︒

　
﹁﹃
標
準
的
な
運
賃
﹄
と
燃

料
サ
ー
チ
ャ
ー
ジ
﹂
は
︑
２

０
２
４
年
問
題
を
ク
リ
ア
す

る
た
め
の
原
資
の
確
保
を
意

味
す
る
︒﹁
物
流
改
善
Ｄ
Ｘ
﹂

も
作
業
の
効
率
化
や
生
産
性

の
向
上
を
図
る
も
の
で
あ
り
︑

　

ド
ラ
イ
バ
ー
に
対
し
︑
時

間
外
労
働
の
上
限
規
制
が
適

用
さ
れ
る
２
０
２
４
年
問
題

ま
で
猶
予
期
間
が
２
年
を
切

っ
た
現
在
︑
残
さ
れ
た
時
間

は
少
な
い
︒
ま
た
︑
そ
の
１

年
前
に
は
﹁
２
０
２
３
年
問

題
﹂
が
あ
る
こ
と
を
忘
れ
て

は
い
け
な
い
︒

　

２
０
２
３
年
４
月
か
ら
は
︑

　

ま
ず
輸
送
距
離
別
の
対
応

で
︑
最
初
は
長
距
離
輸
送
の

事
業
者
だ
︒
長
時
間
労
働
を

い
か
に
短
縮
す
る
か
と
い
う

点
で
は
︑
長
距
離
輸
送
が
一

番
の
悩
み
だ
ろ
う
︒
す
で
に

２
０
２
４
年
問
題
を
ク
リ
ア

で
き
て
い
る
︑
あ
る
い
は
猶

予
期
間
中
に
実
現
可
能
な
︑

長
距
離
輸
送
を
主
体
に
し
た

事
業
者
の
対
応
を
タ
イ
プ
別

に
分
類
す
る
︒

化
す
る
よ
う
な
動
き
も
あ

る
︒
ま
た
︑
②
で
は
ト
ラ
ッ

ク
は
経
営
資
源
で
あ
る
と
い

う
経
営
者
の
意
識
改
革
が
必

要
で
︑
そ
れ
が
な
け
れ
ば
個

人
の
専
属
車
両
的
な
ド
ラ
イ

バ
ー
の
意
識
を
変
え
る
こ
と

は
で
き
な
い
︒
③
は
フ
ェ
リ

ー
料
金
の
他
に
︑
時
間
帯
に

よ
っ
て
は
︑
上
陸
し
て
か
ら

利
用
す
る
高
速
道
路
の
料
金

割
引
率
の
違
い
な
ど
も
コ
ス

ト
ア
ッ
プ
要
因
に
な
る
︒
④

は
２
人
で
交
代
し
な
が
ら
運

転
す
る
１
日
の
最
大
拘
束
時

間
20
時
間
と
い
う
条
件
が
生

か
せ
る
距
離
か
ど
う
か
が
判

断
材
料
に
な
る
︒

働
に
対
し
て
１
・
５
倍
の
賃

金
を
支
払
う
こ
と
に
な
る

（
別
掲
）︒

　

こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
︑

２
０
２
４
年
問
題
が
経
営
的

に
い
か
に
重
要
な
課
題
か
が

分
か
る
︒
し
か
も
残
さ
れ
た

時
間
は
わ
ず
か
し
か
な
い
︒

　

そ
こ
で
２
０
２
４
年
問
題

に
取
り
組
ん
で
い
る
中
小
事

業
者
の
具
体
的
事
例
を
参
考

に
︑
ど
の
よ
う
に
取
り
組
む

べ
き
か
の
ポ
イ
ン
ト
を
抽
出

し
て
列
挙
す
る
︒

の
先
に
︑
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事

業
者
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
（
持
続
可

能
な
開
発
目
標
）
が
見
え
て

く
る
︒

　

そ
の
よ
う
な
フ
レ
ー
ム
の

な
か
で
︑
こ
こ
で
は
﹁
２
０
２

４
年
問
題
﹂
に
フ
ォ
ー
カ
ス

し
て
︑
中
小
事
業
者
が
ど
の

よ
う
に
取
り
組
む
べ
き
か
を

考
え
る
︒

　

た
だ
し
︑
個
々
の
事
例
を

紹
介
し
て
い
る
と
紙
数
が
足

り
な
く
な
っ
て
し
ま
う
︒
そ

こ
で
今
回
は
︑
２
０
２
４
年

問
題
を
す
で
に
ク
リ
ア
し
た

事
業
者
や
︑
猶
予
期
間
ま
で

に
ク
リ
ア
で
き
る
事
業
者
に

共
通
す
る
ポ
イ
ン
ト
を
列
挙

す
る
形
に
す
る
︒

　

中
距
離
輸
送
で
は
︑﹁
実

車
率
（
帰
り
荷
確
保
）
と
労

働
時
間
が
両
立
で
き
る
か
﹂︑

そ
れ
と
も
﹁
空
車
で
早
く
帰

る
か
﹂
な
ど
︑
運
行
上
の
判

断
が
必
要
に
な
る
︒
ま
た
︑

﹁
中
距
離
輸
送
で
も
高
速
道

路
を
利
用
し
て
労
働
時
間
を

短
縮
し
︑
高
速
利
用
料
金
の

　

次
に
各
事
業
者
の
事
例
を

基
に
２
０
２
４
年
問
題
を
ク

リ
ア
す
る
た
め
の
ポ
イ
ン
ト

を
整
理
す
る
︒

　

ま
ず
不
可
欠
な
の
は
︑﹁
経

営
ト
ッ
プ
の
決
断
と
実
行
力
﹂

だ
︒
ど
の
よ
う
な
難
し
い
条

件
が
あ
っ
て
も
時
短
を
実
現

す
る
と
い
う
認
識
が
ト
ッ
プ

に
な
け
れ
ば
︑
１
歩
も
前
に

進
ま
な
い
︒
そ
の
上
で
︑﹁
労

働
時
間
短
縮
の
た
め
に
必
要

な
外
的
要
因
と
内
的
要
因
の

改
善
﹂
を
進
め
る
︒

コ
ス
ト
を
荷
主
に
負
担
し
て

も
ら
う
﹂
と
い
っ
た
こ
と
が

必
要
に
な
る
︒

　

近
距
離
輸
送
で
は
﹁
労
働

時
間
・
休
憩
時
間
・
拘
束
時

間
な
ど
の
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で

の
把
握
﹂
と
﹁
勤
務
ロ
ー
テ

ー
シ
ョ
ン
の
頻
繁
な
調
整
﹂

が
ポ
イ
ン
ト
に
な
る
︒

　

最
大
の
外
的
要
因
は
荷
主

だ
が
︑
実
は
︑
２
０
２
４
年

問
題
を
認
識
し
て
い
る
荷
主

は
多
い
︒
ち
ゃ
ん
と
し
た
荷

主
な
ら
︑
業
務
委
託
し
て
い

る
運
送
事
業
者
が
２
０
２
４

年
問
題
を
ク
リ
ア
で
き
な
け

れ
ば
︑
自
社
の
荷
物
が
運
べ

な
く
な
る
か
も
し
れ
な
い
︑

と
い
う
危
機
感
を
持
っ
て
い

る
︒
そ
し
て
︑
す
で
に
時
短

を
進
め
て
い
る
事
業
者
は
︑

時
短
に
伴
う
コ
ス
ト
の
負
担

を
粘
り
強
く
荷
主
（
着
荷
主

の
事
例
も
あ
る
）
に
交
渉
し

て
い
る
︒
物
流
サ
ー
ビ
ス
の

安
定
的
な
確
保
の
た
め
に
必

要
な
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
コ

ス
ト
で
あ
る
こ
と
を
荷
主
に

理
解
し
て
も
ら
う
︒
そ
の
際
︑

運
賃
と
標
準
貨
物
自
動
車
運

送
約
款
を
絡
め
て
交
渉
す
る

ケ
ー
ス
が
多
い
︒

　

次
は
︑
時
短
実
現
へ
の
内

的
要
因
の
改
革
で
あ
る
︒
社

内
的
な
対
応
で
は
︑
ま
ず
週

休
２
日
制
を
導
入
す
る
︒
ほ

と
ん
ど
の
場
合
︑
日
曜
日
は

全
員
休
み
で
︑
も
う
１
日
は

月
曜
日
~
土
曜
日
の
間
に
可

能
な
限
り
本
人
の
希
望
を
優

先
し
て
休
日
を
設
定
し
て
い

る
︒
同
時
に
︑
各
社
の
業
務

の
実
態
に
応
じ
て
厳
密
に
労

働
時
間
を
管
理
で
き
る
シ
ス

テ
ム
を
導
入
し
︑
毎
日
の
時

　

２
０
２
４
年
問
題
を
ク
リ

ア
し
て
︑
一
般
則
（
年
間
の

上
限
７
２
０
時
間
）
も
視
野

に
入
っ
て
き
た
事
業
者
も
い

る
︒
こ
れ
ら
の
事
業
者
は
︑

時
短
に
取
り
組
む
以
前
は
い

ず
れ
も
月
１
０
０
時
間
超
の

間
管
理
を
徹
底
し
て
い
る
︒

そ
の
デ
ー
タ
に
基
づ
い
て
︑

予
定
よ
り
労
働
時
間
が
オ
ー

バ
ー
し
て
い
る
ド
ラ
イ
バ
ー

に
対
し
て
は
︑
短
い
サ
イ
ク

ル
で
労
働
時
間
の
調
整
を
行

う
︒
そ
の
調
整
に
は
︑
様
々

な
仕
事
を
こ
な
せ
る
マ
ル
チ

ド
ラ
イ
バ
ー
を
勤
務
ロ
ー
テ

ー
シ
ョ
ン
に
投
入
す
る
事
業

者
が
多
い
︒

　

そ
れ
で
も
︑
時
短
に
伴
っ

て
人
員
が
不
足
す
る
場
合
に

は
︑
例
え
ば
フ
ル
タ
イ
ム
の

正
社
員
の
他
に
週
休
３
日
の

正
社
員
を
採
用
す
る
な
ど
︑

柔
軟
な
雇
用
形
態
を
導
入
す

る
︒
ま
た
︑
他
業
種
で
働
い

て
い
て
ダ
ブ
ル
ワ
ー
ク
を
希

望
す
る
副
業
ド
ラ
イ
バ
ー
の

採
用
や
︑
傭
車
で
対
応
す
る

ケ
ー
ス
も
あ
る
︒

　

そ
し
て
︑﹁
労
働
時
間
短

縮
を
実
現
す
る
た
め
の
原
資

の
確
保
﹂（
標
準
的
運
賃
の

実
現
や
作
業
料
の
別
請
求
︑

ま
た
短
期
的
に
は
燃
料
サ
ー

チ
ャ
ー
ジ
の
導
入
）
や
︑﹁
生

産
性
向
上
の
た
め
の
物
流
改

善
Ｄ
Ｘ
へ
の
取
り
組
み
﹂
を

併
行
し
て
進
め
る
こ
と
が
必

要
だ
︒

残
業
な
ど
﹁
当
た
り
前
﹂
だ

っ
た
︒

　

２
０
２
４
年
以
降
も
事
業

を
継
続
し
て
い
く
た
め
に
︑

﹁
や
れ
ば
で
き
る
﹂
と
信
じ

て
︑
２
０
２
４
年
問
題
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
す
る
こ
と
が
重
要
だ
︒

　

２
０
２
４
年
３
月
末
で
ト
ラ
ッ
ク
ド

ラ
イ
バ
ー
の
時
間
外
労
働
時
間
上
限
規

制
の
猶
予
期
間
が
終
わ
り
︑
２
０
２
４

年
４
月
か
ら
は
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー

へ
の
時
間
外
労
働
の
上
限
規
制
（
年
９

６
０
時
間
以
内
）
が
適
用
さ
れ
ま
す
︒

　

ま
た
︑
厚
生
労
働
省
は
ト
ラ
ッ
ク
ド

ラ
イ
バ
ー
の
労
働
時
間
改
善
を
一
層
強

力
に
推
進
す
る
べ
く
︑
改
善
基
準
告
示

の
見
直
し
を
実
施
し
て
お
り
︑
２
０
２

４
年
４
月
か
ら
の
施
行
に
向
け
て
準
備

を
進
め
て
い
ま
す
︒

　

ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
で
は
以
前
か
ら

人
手
不
足
が
深
刻
化
し
て
い
ま
す
が
︑

﹁
物
流
の
２
０
２
４
年
問
題
﹂
は
︑
ト

ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者
の
経
営
を
維
持
し

て
い
く
上
で
も
︑
ま
た
我
が
国
の
物
流

を
守
り
抜
い
て
い
く
上
で
も
︑
非
常
に

重
要
な
タ
ー
ニ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
と
な
る

こ
と
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
︒

　

今
回
は
︑﹁
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者

の
た
め
の
経
営
の
ヒ
ン
ト
﹂
３
０
０
回

特
別
企
画
と
し
て
︑
２
０
２
４
年
問
題

に
対
し
中
小
運
送
事
業
者
が
す
ぐ
に
取

り
組
む
た
め
の
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
︑

物
流
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
森
田
富
士
夫

氏
に
執
筆
い
た
だ
き
ま
し
た
︒

物
流
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
　
森
田 

富
士
夫

第300回特別編

運
行
上
の
判
断
が
要
求
さ
れ
る
中
距
離
輸
送

運
行
上
の
判
断
が
要
求
さ
れ
る
中
距
離
輸
送

労
働
時
間
等
の
リ
ア
ル
タ
イ
ム
な
把
握
も
カ
ギ
に

労
働
時
間
等
の
リ
ア
ル
タ
イ
ム
な
把
握
も
カ
ギ
に

③
中
・
近
距
離
輸
送
の
事
業
者
の
場
合

不
可
欠
な
「
経
営
ト
ッ
プ
の
決
断
と
実
行
力
」

不
可
欠
な
「
経
営
ト
ッ
プ
の
決
断
と
実
行
力
」

「
外
的
・
内
的
要
因
の
改
善
」
を
力
強
く
推
進

「
外
的
・
内
的
要
因
の
改
善
」
を
力
強
く
推
進

④
２
０
２
４
年
問
題
を
ク
リ
ア
す
る
た
め
の
ポ
イ
ン
ト

「
や
れ
ば
で
き
る
」
と
信
じ
て

「
や
れ
ば
で
き
る
」
と
信
じ
て

問
題
解
決
に
向
け
て
果
敢
に
挑
戦
を

問
題
解
決
に
向
け
て
果
敢
に
挑
戦
を

⑤
さ
い
ご
に

中
継
輸
送
や
フ
ェ
リ
ー
利
用
な
ど
を
活
用
し

中
継
輸
送
や
フ
ェ
リ
ー
利
用
な
ど
を
活
用
し

ド
ラ
イ
バ
ー
の
長
時
間
労
働
の
削
減
へ

ド
ラ
イ
バ
ー
の
長
時
間
労
働
の
削
減
へ

②
長
距
離
輸
送
の
事
業
者
の
場
合

経
営
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
２
０
２
４
年
問
題

経
営
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
２
０
２
４
年
問
題

問
題
解
決
に
向
け
て
対
策
の
早
期
着
手
を

問
題
解
決
に
向
け
て
対
策
の
早
期
着
手
を

①
「
２
０
２
３
年
問
題
」
と
「
２
０
２
４
年
問
題
」

は
じ
め
に

表　「働き方改革関連法」のスケジュール（2022年～2024年について抜粋）

法律・内容 2022 年 2023 年 2024 年

労
働
基
準
法

時間外労働の上限規制（年
960 時間）の適用【自動
車運転業務】

ー ー 4 月 1 日
から適用

月 60 時間超の時間外割増
賃金率引上げ（25％→ 50
％）の中小企業への適用

ー 4 月 1 日
から適用 ⇨

大企業 25％

1日8時間・1週40時間
を超える労働時間

1日8時間・1週40時間
を超える労働時間

60時間以下

月60時間超の残業割増賃金率
大企業は50％
中小企業は25％

１か月の時間外労働 １か月の時間外労働

月60時間超の残業割増賃金率
大企業、中小企業ともに50％
※中小企業の割増賃金率を引上げ

（現在） （2023年４月～）

60時間超 60時間以下 60時間超

25％ 25％

50％

25％

25％

50％

50％

中小企業

大企業

中小企業

罰則付き（6か
月以下の懲役
または30万円
以下の罰金）

コ ラ ム

「時間外労働の上限規制」と「割増賃金率の引上げ」「時間外労働の上限規制」と「割増賃金率の引上げ」

①時間外労働の上限規制（2024 年４月〜）
　ドライバーは、2024 年４月から、年 960 時間の罰則付きの時間外労働
の上限規制（休日労働を含まない）が適用されます。この規制は、企業規模
に関係なく適用されます。

②割増賃金率の引上げ（2023 年 4 月〜）
　2023 年 4 月から、中小企業における月 60 時間超の時間外労働への割増
賃金率の適用猶予が廃止されます。これにより、中小企業でも、60 時間以
下の割増賃金率は 25％ですが、60 時間超の割増賃金率は 50％となります。

ま
っ
た
な
し
！ 

「
２
０
２
４
年
問
題
」への
対
応

中
小
事
業
者
が
す
ぐ
に
取
り
組
む
た
め
の
ポ
イ
ン
ト
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B-17（屋内）

使いやすさが
アップデートして
使いやすさが
アップデートして

再登場
再登場再登場

おかげさまで
NSカーテン販売
おかげさまで
NSカーテン販売

周年周年

法令　　  クイズ
マル　 バツ

	〜停止距離・
制動距離編〜

	【解 答】2面に問題

❶	○（教則第5章第4節	安全な速度と車間距離2-1）空
走距離と制動距離を合わせたものが停止距離である。

❷	×（教則第5章第4節	安全な速度と車間距離2-1）制
動距離とは、ブレーキが効き始めてから車が停止する
までの距離をいう。

❸	○（教則第5章第4節	安全な速度と車間距離2-2）運
転者が疲れているときは、危険を認知して判断するまで
に時間がかかるので、空走距離は長くなる。

❹	○（教則第5章第4節	安全な速度と車間距離2-3）路
面が濡れている場合やタイヤがすり減っている場合の
停止距離は、乾燥した路面でタイヤの状態が良い場合
の２倍程度に延びることがある。

❺	×（教則第4章第5節	安全運転に必要な知識など
2-4）制動距離は速度の２乗に比例して大きくなるの
で、速度が２倍になれば４倍になる。

第2回　「長野県茅野市　蓼科親湯温泉」第2回　「長野県茅野市　蓼科親湯温泉」

　

御
茶
ノ
水
駅
か
ら
程
近

い
南
国
風
の
老
舗
喫
茶
店

﹁
さ
ぼ
う
る
﹂
で
︑
仕
事

の
打
ち
合
わ
せ
が
終
わ
っ
た

の
は
週
末
の
金
曜
日
︒
そ
れ

な
ら
﹁
今
か
ら
旅
に
出
よ

う
﹂
と
思
い
立
ち
︑
新
宿

駅
か
ら
中
央
線
特
急
﹁
あ

ず
さ
13
号
﹂
に
乗
り
込
み
︑
長
野
県
の
茅
野
駅
で

下
車
︒
駅
前
で
旅
に
必
携
の
小
型
レ
ン
タ
カ
ー
を
借

り
て
︑
い
ざ
出
発
︒

　

途
中
﹁
蓼
科
高
原
バ
ラ
ク
ラ
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
ガ

ー
デ
ン
﹂
に
立
ち
寄
り
ま
し
た
︒
イ
ギ
リ
ス
・
イ
ン

グ
ラ
ン
ド
北
西
部
の
湖
水
地
方
を
思
わ
せ
る
美
し
い

草
花
で
埋
め
尽
さ
れ
た
田
園
風
景
に
︑
し
ば
し
魅
せ

ら
れ
ま
し
た
︒
老
若
男
女
の
来
園
者
は
一
様
に
︑﹁
何

て
素
敵
な
お
庭
で
し
ょ
う
﹂
と
嘆
息
ま
じ
り
で
す
︒

私
は
︑
草
花
を
搔
き
分
け
て
今
に
も
あ
の
腕
白
な
人

気
者
ピ
ー
タ
ー
ラ
ビ
ッ
ト
が
飛
び
出
し
て
来
る
の
で

は
な
い
か
と
︑
幻
想
を
抱
き
ま
し
た
︒
ラ
ン
チ
は
︑

茅
野
市
内
の
北
欧
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
料
理
の
名
店
﹁
ガ

ム
ラ
ス
タ
ン
﹂
で
︑
帆
立
貝
の
グ
ラ
タ
ン
や
ヒ
ラ
メ

の
ム
ニ
エ
ル
な
ど
に
自
家
製
ラ
イ
麦
パ
ン
が
付
い
て

と
て
も
美
味
で
し
た
︒
店
内
の
薪
ス
ト
ー
ブ
は
心
を

も
暖
め
て
く
れ
︑
ガ
ラ
ス
窓
に
映
る
私
の
顔
は
柔
和

そ
の
も
の
で
し
た
︒

　

今
宵
の
宿
に
選
ん
だ
の
は
︑
滝
ノ
湯
川
の
渓
谷
沿

い
に
あ
る
一
軒
宿
の
﹁
蓼
科
親
湯
温
泉
﹂︒
開
湯
４
０

０
年
余
り
の
武
田
信
玄
ゆ
か
り
の
温
泉
で
︑
同
旅
館

は
２
０
２
６
年
に
創
業
１
０
０
年
を
迎
え
る
老
舗
︒

施
設
の
中
で
も
︑
珠
玉
の
良
本
が
３
万
冊
程
並
ぶ
ラ

イ
ブ
ラ
リ
ー
ラ
ウ
ン
ジ
は
圧
巻
の
一
言
で
︑
本
好
き

の
旅
人
に
は
た
ま
ら
な
い
魅
力
で
す
︒
夕
餉
ま
で
に

は
時
間
が
あ
り
︑
渓
流
沿
い
の
露
天
風
呂
に
入
り
空

を
見
上
げ
る
と
︑
満
天
の
星
と
清
冽
な
水
の
流
れ
る

音
に
心
が
癒
や
さ
れ
ま
し
た
︒
都
会
の
喧
騒
と
は
１

８
０
度
反
転
し
て
︑
別
世
界
の
居
心
地
で
す
︒

　

個
室
の
食
事
処
で
は
旬
の
野
菜
や
山
の
幸
が
お
膳

に
並
び
︑
素
朴
な
が
ら
も
深
い
味
わ
い
で
し
た
︒
メ

イ
ン
の
地
元
産
・
蓼
科
牛
フ
ィ
レ
ス
テ
ー
キ
は
柔
ら

か
く
︑
嚙
む
ほ
ど
に
ジ
ュ
ー
シ
ー
で
し
た
︒
肴
の
友

に
選
ん
だ
県
内
岡
谷
市
の
髙
天
酒
造
﹁
髙
天 

か
ら

く
ち 

通
﹂は
実
に
美
酒
で
︑思
わ
ず﹁
こ
れ
は
旨
い
﹂

と
声
を
発
し
て
し
ま
う
ほ
ど
︒
口
内
に
広
が
る
馥
郁

と
し
た
余
韻
は
︑
１
日
の
締
め
括
り
に
相
応
し
い
日

本
酒
で
し
た
︒
旅
先
で
い
た
だ
く
地
酒
は
楽
し
み
の

ひ
と
つ
で
あ
り
︑
め
ぐ
り
逢
い
で
す
︒

　

食
後
に
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
ラ
ウ
ン
ジ
の
ソ
フ
ァ
ー
に

腰
掛
け
る
と
︑
お
酒
の
酔
い
も
あ
り
い
つ
の
間
に
か

ウ
ト
ウ
ト
し
て
し
ま
い
︑
束
の
間
に
見
た
夢
は
﹁
ゴ

ー
グ
ル
を
付
け
︑
プ
ロ
ペ
ラ
飛
行
機
で
空
を
颯
爽
と

舞
う
冒
険
家
﹂
で
し
た
︒
そ
れ
は
予
期
せ
ぬ
夢
で
あ

り
︑
沢
山
の
蔵
書
の
中
に
身
を
置
い
た
偶
然
が
︑
憧

れ
の
主
人
公
へ
と
私
を
導
い
た
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
︒

　
　
　
　
（
旅
ラ
イ
タ
ー　

し
ほ
ん
・
く
さ
と
）

詩本草人の

危険予知訓練（KYT）シートの解説
▶交通事故防止編

（
２
面
）

☟
こ
の
角
を
基
準
に
拡
大
率
を
220
％
に
設
定
す
る
と
、
A4
サ
イ
ズ
で
プ
リ
ン
ト
で
き
ま
す
。

どのような危険がありますか？

どのような運転をすれば危険を避け
ることができますか？

①やや交通量が多く、この場面では前車が故障車を避
けようと右車線に移動することが難しいことから、故
障車の手前で前車が減速することが考えられます。
安易に前車に接近していると、前車の減速に対応で
きず追突する危険があります。ゴールデンウィーク
（ＧＷ）真っ只中のこの時期は、渋滞などでノロノロ
運転になり、思わずイライラしたりすることから車間
距離を詰めがちです。交通量が増える時期こそ、車間
距離をしっかり保って運転しましょう。

②前方の路肩に停止車両を発見した時は、早めに右側
に車線変更しておくのは有効です。しかし「右に車線
変更できる」と思い、慌てて車線変更すると、後方を
走行してきた車両と衝突する危険があります。車線
変更する時は、しっかり右後方から車が接近してい
ないか確認してから車線変更しましょう。特に二輪車
は小さく見落としやすいうえ、スピードを錯覚しやす
いので、一層注意しましょう。

③非常電話で通話している人が見えます。これだけで
故障車の付近に危険はないと判断することは危険で
す。なぜなら、同乗者が車の付近におり、本線に出て
くることがあるからです。ＧＷなどの行楽期には高速
道路走行に不慣れな車も多く、故障で路肩に停止し
た時に車の周辺を歩き回ったり、本線車道に出てく

①減速した前車に追突する危険があります（図１）。
②車線変更した時に、後続車と衝突する危険がありま
す（図2）。

③故障車両の陰から出てきた歩行者と衝突する危険が
あります（図3）。

　あなたは、やや交通量の多い高速道
路を前車に追従して走行しています。左
前方には故障車があり、そばの非常電話
で話している人がいます。この場面には
どのような危険がありますか。また、危険
を避けるためにはどのような運転をすれ
ばよいでしょうか。考えてみましょう。

図１

図２

図３

ることも少なくありません。故障車両付近を通
過する時は、そばに歩行者がいることを予測し、
減速するとともに慎重に通過しましょう。

（4月15日号）

A B C D E F
ス イ ー ト ピ ー

答え合わせ

　

昨
年
か
ら
続
い
て
い
る
燃
料

価
格
高
騰
が
︑
運
送
事
業
者

の
経
営
に
大
き
な
ダ
メ
ー
ジ
を

与
え
て
い
る
中
︑
今
年
２
月
か

ら
の
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ

ナ
侵
攻
な
ど
の
影
響
に
よ
り
︑

世
界
経
済
の
不
確
実
性
が
一
層

高
ま
っ
て
い
る
︒
燃
料
価
格
高

騰
や
世
界
的
な
供
給
制
約
が

長
引
い
た
場
合
に
は
︑
わ
が
国

の
経
済
活
動
に
重
大
な
影
響

が
及
び
︑
多
く
の
運
送
事
業

者
が
さ
ら
な
る
苦
境
に
立
た
さ

れ
か
ね
な
い
事
態
と
な
る
︒

弘
会
長
）
で
要
望
を
行
っ
た
ほ

か
︑
４
月
６
日
に
は
︑
公
明
党

ト
ラ
ッ
ク
議
員
懇
話
会
（
北
側

一
雄
会
長
）
な
ど
に
よ
る
合
同

緊
急
政
策
要
望
懇
談
会
に
坂

本
克
己
会
長
が
出
席
し
︑
燃

料
価
格
高
騰
対
策
の
速
や
か

な
実
施
を
強
く
訴
え
た
︒

　

政
府
で
は
こ
う
し
た
要
望
を

受
け
て
︑
今
後
の
原
油
価
格

や
物
価
高
騰
等
に
よ
っ
て
︑
ト

ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者
な
ど
特
に

影
響
を
受
け
る
業
種
の
中
小

・
小
規
模
事
業
者
等
に
対
す

る
支
援
を
図
る
た
め
︑
同
対

策
を
策
定
し
た
︒

　

同
対
策
は
︑
総
額
６
・
２

兆
円
程
度
の
国
費
が
投
入
さ

れ
る
な
ど
︑
総
額
13
・
２
兆

円
規
模
で
実
施
さ
れ
る（
表
）︒

的
な
措
置
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま

え
つ
つ
︑
今
年
度
上
半
期
中
実

施
し
︑
事
業
終
了
時
に
大
幅

な
価
格
変
動
が
生
じ
る
こ
と
が

な
い
よ
う
︑一
定
期
間
経
過
後
︑

基
準
価
格
の
見
直
し
を
検
討

す
る
︒

Ⅱ 

エ
ネ
ル
ギ
ー
・
原
材
料
・
食

料
等
安
定
供
給
対
策

⑴
エ
ネ
ル
ギ
ー

・
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
自
動
車

・
イ
ン
フ
ラ
導
入
促
進
（
経
済

産
業
省
、
国
土
交
通
省
）

　

２
０
３
５
年
ま
で
に
新
車
販

売
で
電
動
車
１
０
０
％
を
目
標

に
︑
エ
ネ
ル
ギ
ー
構
造
転
換
を

図
っ
て
い
く
た
め
の
集
中
的
な

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
で
は

会
員
事
業
者
の
健
全
経
営
の

維
持
確
保
を
図
る
た
め
︑
こ
れ

ま
で
も
自
由
民
主
党
ト
ラ
ッ
ク

輸
送
振
興
議
員
連
盟
（
細
田

博
之
会
長
︑
加
藤
勝
信
会
長

代
行
）
と
連
携
し
︑
政
府
に

対
し
軽
油
価
格
高
騰
対
策
を

要
望
し
て
き
た
が
︑
一
層
の
対

策
を
講
じ
て
い
た
だ
く
た
め
４

月
５
日
に
開
催
さ
れ
た
自
由
民

主
党
物
流
調
査
会
（
今
村
雅

Ⅰ 

原
油
価
格
高
騰
対
策

⑴
激
変
緩
和
策

・
燃
料
油
に
対
す
る
激
変
緩
和

事
業
（
経
済
産
業
省
、
国
土

交
通
省
）

　

燃
料
油
価
格
の
激
変
緩
和

策
に
つ
い
て
︑
長
引
く
原
油
価

格
の
高
騰
・
乱
高
下
が
コ
ロ
ナ

禍
か
ら
の
経
済
回
復
や
国
民

生
活
へ
の
悪
影
響
を
与
え
る
こ

と
を
防
ぐ
観
点
か
ら
︑
新
た

に
︑
基
準
価
格
を
１
６
８
円
と

し
︑
支
給
幅
を
35
円
と
す
る

と
と
も
に
︑
更
な
る
超
過
分
に

つ
い
て
も
２
分
の
１
を
支
援
す

る
制
度
を
設
け
る
こ
と
で
備
え

を
万
全
に
す
る
︒
な
お
︑
本

事
業
が
時
限
的
︑
緊
急
避
難

導
入
支
援
を
行
う
と
と
も
に
︑

充
電
・
水
素
充
て
ん
イ
ン
フ
ラ

の
整
備
を
推
進
す
る
︒

　

次
世
代
自
動
車
等
の
開
発

・
導
入
支
援
︑
機
械
化
・
自

動
化
機
器
の
導
入
支
援
な
ど
︑

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
化
・
地
球
温

暖
化
対
策
に
資
す
る
支
援
策

の
継
続
・
拡
充
を
図
る
︒

Ⅲ 

新
た
な
価
格
体
系
へ
の
適

応
の
円
滑
化
に
向
け
た
中
小
企

業
対
策
等

・
賃
上
げ
・
価
格
転
嫁
対
策

（
内
閣
官
房
、経
済
産
業
省
、

公
正
取
引
委
員
会
、
国
土
交

通
省
、
厚
生
労
働
省
）

　

積
極
的
な
賃
上
げ
や
人
材

投
資
に
取
り
組
む
中
小
企
業

に
対
し
抜
本
的
に
拡
充
さ
れ
た

賃
上
げ
促
進
税
制
︑
赤
字
で

も
賃
上
げ
し
た
中
小
企
業
に

対
す
る
補
助
金
の
補
助
率
の

引
上
げ
︑
公
共
調
達
や
補
助

金
に
お
い
て
︑
賃
上
げ
等
を
行

う
企
業
に
対
す
る
加
点
等
の

実
施
及
び
利
用
の
促
進
を
図

る
な
ど
︑
あ
ら
ゆ
る
施
策
を

総
動
員
し
︑
新
し
い
資
本
主

義
の
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
賃
上

げ
が
実
現
で
き
る
よ
う
万
全

を
期
す
︒

　
﹁
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
よ
る

価
値
創
造
の
た
め
の
転
嫁
円

滑
化
施
策
パ
ッ
ケ
ー
ジ
﹂
に
基

づ
き
︑
労
務
費
︑
原
材
料
費
︑

エ
ネ
ル
ギ
ー
コ
ス
ト
の
上
昇
分

を
適
切
に
転
嫁
で
き
る
よ
う
に

し
︑
賃
金
引
上
げ
の
環
境
を

整
備
す
る
た
め
︑
関
係
省
庁

や
下
請
事
業
者
か
ら
広
範
囲

に
情
報
提
供
を
受
け
付
け
︑

独
占
禁
止
法
上
の
﹁
優
越
的

等
に
関
す
る
特
別
相
談
窓
口
﹂

で
︑
原
油
価
格
上
昇
の
影
響

に
よ
り
資
金
繰
り
や
経
営
に

困
難
を
来
し
て
い
る
中
小
企
業

者
の
相
談
を
引
き
続
き
受
け

付
け
る
︒

　

事
業
再
構
築
補
助
金
を
拡

充
し
︑
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
に
加
え
︑
原
油
価
格

高
騰
等
の
影
響
も
受
け
る
事

業
者
へ
の
支
援
を
強
化
す
る
︒

Ⅳ 

コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
物
価
高

騰
等
に
直
面
す
る
生
活
困
窮
者

へ
の
支
援

⑶
地
方
公
共
団
体
の
実
施
す

る
対
策
へ
の
支
援

・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
応
地
方
創
生
臨
時
交
付
金

（
内
閣
府
）

　

地
方
公
共
団
体
が
︑
コ
ロ
ナ

禍
に
お
い
て
原
油
価
格
や
電
気

・
ガ
ス
料
金
を
含
む
物
価
の

高
騰
の
影
響
を
受
け
た
生
活

者
や
事
業
者
の
負
担
の
軽
減

を
︑
地
域
の
実
情
に
応
じ
︑
き

め
細
や
か
に
実
施
で
き
る
よ

う
︑
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
応
地
方
創
生
臨
時
交

付
金
を
拡
充
し
︑﹁
コ
ロ
ナ
禍

に
お
け
る
原
油
価
格
・
物
価

高
騰
対
応
分
﹂
を
創
設
す
る
︒

こ
れ
に
よ
り
︑
地
方
公
共
団
体

が
実
施
す
る
︑
生
活
に
困
窮

す
る
方
々
の
生
活
支
援
や
︑

学
校
給
食
費
等
の
負
担
軽
減

な
ど
子
育
て
世
帯
の
支
援
︑
ま

た
︑
農
林
水
産
業
者
や
運
輸

・
交
通
分
野
を
は
じ
め
と
す

る
中
小
企
業
者
等
の
支
援
と
い

っ
た
取
組
を
し
っ
か
り
と
後
押

し
す
る
︒

価
格
上
昇
等
の
影
響
を
受
け
て

い
る
中
小
企
業
等
の
事
業
者

（
ロ
シ
ア
等
と
多
く
の
取
引
が

あ
る
事
業
者
︑
国
際
決
済
の

影
響
を
受
け
て
い
る
事
業
者
も

含
む
）
の
資
金
繰
り
に
支
障
が

生
じ
な
い
よ
う
︑
官
民
金
融

機
関
に
対
し
︑
返
済
猶
予
の

相
談
に
適
切
に
対
応
す
る
な

ど
︑
き
め
細
か
な
事
業
者
支

援
を
促
す
と
と
も
に
︑
中
小

企
業
へ
の
資
金
繰
り
支
援
と
し

て
︑
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
貸
付

の
更
な
る
金
利
引
下
げ
を
行

う
︒

　

金
融
庁
等
に
お
い
て
金
融

機
関
か
ら
資
金
繰
り
支
援
の

状
況
等
に
つ
い
て
ヒ
ア
リ
ン
グ

を
行
う
と
と
も
に
︑
引
き
続

き
︑
返
済
猶
予
や
条
件
変
更

等
の
取
組
状
況
の
報
告
を
求

め
︑
金
融
機
関
の
取
組
や
事

業
者
の
業
況
を
フ
ォ
ロ
ー
し
て

い
く
︒

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
で
影
響
を
受
け
た
事
業
者

に
対
し
︑
政
府
系
金
融
機
関

に
よ
る
実
質
無
利
子
・
無
担

保
融
資
及
び
危
機
対
応
融
資

等
の
９
月
末
ま
で
の
延
長
を
行

い
︑
資
金
繰
り
支
援
に
万
全
を

期
す
︒

　

政
府
系
金
融
機
関
︑
信
用

保
証
協
会
︑
商
工
会
議
所
︑

商
工
会
連
合
会
︑
各
経
済
産

業
局
等
に
設
置
し
た
﹁
ウ
ク
ラ

イ
ナ
情
勢
・
原
油
価
格
上
昇

地
位
の
濫
用
﹂
や
下
請
代
金

法
上
の
﹁
買
い
た
た
き
﹂
な
ど

に
対
す
る
取
締
り
を
強
化
す
る

な
ど
︑
取
引
適
正
化
の
取
組

を
進
め
る
︒

　

３
月
の
﹁
価
格
交
渉
促
進

月
間
﹂
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
調

査
を
通
じ
︑
価
格
協
議
・
価

格
転
嫁
の
状
況
に
つ
い
て
業
種

別
に
公
表
す
る
と
と
も
に
︑
状

況
の
良
く
な
い
個
別
の
企
業
に

対
し
て
︑
下
請
中
小
企
業
振

興
法
に
基
づ
く
﹁
指
導
・
助

言
﹂
を
実
施
す
る
︒

　

物
流
の
各
分
野
（
貨
物
自

動
車
運
送
業
︑内
航
海
運
業
︑

倉
庫
業
等
）
に
お
い
て
︑
燃
料

等
の
価
格
上
昇
分
が
適
正
に

運
賃
・
料
金
に
反
映
さ
れ
る

よ
う
︑
荷
主
等
へ
の
周
知
及
び

法
令
に
基
づ
く
働
き
か
け
等

を
徹
底
し
て
実
施
し
︑
安
定

的
な
経
営
を
支
援
す
る
︒

・
資
金
繰
り
支
援
等
（
財
務

省
、
経
済
産
業
省
、
金
融
庁
、

内
閣
府
、
農
林
水
産
省
、
厚

生
労
働
省
）

　

ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢
・
原
油

表　コロナ禍における「原油価格・物価高騰等総合緊急対策」の規模
項　　目 国費 事業規模

Ⅰ．原油価格高騰対策 1.5 兆円程度 1.5 兆円程度
Ⅱ．エネルギー・原材料・食料等安定供給対策 0.5 兆円程度 2.4 兆円程度
Ⅲ． 新たな価格体系への適応の円滑化に向けた中小企業

対策等 1.3 兆円程度 6.5 兆円程度

Ⅳ． コロナ禍において物価高騰等に直面する生活困窮者
等への支援 1.3 兆円程度 1.3 兆円程度

Ⅴ．今後への備え（予備費の確保） 1.5 兆円程度 1.5 兆円程度
合　　計 6.2 兆円程度 13.2 兆円程度

1
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
等
か
ら
の
強
い
要
望
を
受
け

総
額
13
・
２
兆
円
規
模
で
緊
急
対
策
を
実
施

2
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
「
原
油
価
格
・
物
価
高
騰
等

総
合
緊
急
対
策
」
ト
ラ
ッ
ク
関
係
事
項

　

政
府
は
４
月
26
日
︑﹁
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
﹃
原
油
価
格

・
物
価
高
騰
等
総
合
緊
急
対
策
﹄﹂
を
取
り
ま
と
め
︑
発
表

し
た
︒

　

こ
こ
で
は
同
対
策
に
つ
い
て
︑
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
関
係

の
内
容
を
紹
介
す
る
︒

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
「
原
油
価
格
・
物
価
高
騰
等
総
合
緊
急
対
策
」
を
策
定

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
「
原
油
価
格
・
物
価
高
騰
等
総
合
緊
急
対
策
」
を
策
定

燃
料
油
に
対
す
る
激
変
緩
和
事
業

燃
料
油
に
対
す
る
激
変
緩
和
事
業

支
給
幅
を

支
給
幅
を
3535
円
に
拡
充

円
に
拡
充
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▼
平
日
に
名

古
屋
で
午
前

11
時
か
ら
会

議
の
予
定
が

あ
り
︑
東
京
駅
８
時
39
分
発
﹁
の
ぞ
み

２
１
１
号
﹂
に
乗
車
し
ま
し
た
︒
コ
ロ
ナ

禍
が
収
束
に
向
か
い
つ
つ
あ
る
状
況
を
反

映
し
︑
新
幹
線
の
車
内
は
混
雑
の
様
相

を
呈
し
て
い
ま
し
た
︒
私
が
乗
車
し
た
車

両
は
縦
20
列
︑横
５
列
（
Ａ
~
Ｅ
席
）
と
︑

計
１
０
０
席
あ
り
ま
し
た
が
︑
新
横
浜
駅

を
出
た
後
︑
ゴ
ミ
を
捨
て
に
行
っ
た
帰
り

に
確
認
す
る
と
︑
座
席
に
は
68
人
が
座
っ

て
お
り
︑
席
の
約
７
割
が
埋
ま
っ
て
い
ま

し
た
︒
▼
そ
の
際
に
目
に
付
い
た
の
は
︑

座
席
で
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
に
向
か
っ
て
一

心
不
乱
に
キ
ー
ボ
ー
ド
を
打
つ
人
達
で
︑

そ
の
数
は
12
人
と
約
２
割
で
し
た
︒
そ
の

中
で
︑
キ
ー
ボ
ー
ド
を
打
つ
音
が
気
に
な

る
の
か
︑
時
折
後
ろ
を
向
き
︑
怪
訝
な
表

情
を
し
て
い
る
年
配
の
女
性
が
い
ま
し

た
︒
遂
に
︑﹁
そ
の
音
で
眠
れ
ま
せ
ん
︒

控
え
て
下
さ
い
ま
せ
ん
か
﹂
と
後
部
座
席

の
男
性
に
一
言
︒
そ
の
男
性
は
返
事
を
す

る
で
も
な
く
作
業
を
や
め
ま
し
た
︒
▼
私

の
座
席
は
車
両
の
最
後
部
20
番
の
た

め
︑
ド
ア
の
開
閉
時
に
デ
ッ
キ
か
ら
︑
携

帯
電
話
で
会
話
を
す
る
大
き
な
声
が
時

折
途
切
れ
途
切
れ
に
聞
こ
え
て
き
ま

す
︒﹁
取
引
先
に
は
僕
か
ら
連
絡
す
る
か

ら
︑
早
く
販
促
プ
ラ
ン
と
総
予
算
を
ま
と

め
て
よ
﹂と
︑大
事
な
要
件
の
よ
う
で
す
︒

▼
熱
海
駅
を
通
過
す
る
頃
に
︑
車
内
販

売
の
コ
ー
ヒ
ー
を
購
入
し
ま
し
た
︒
以
前

よ
り
も
味
わ
い
が
グ
レ
ー
ド
ア
ッ
プ
し
た

気
が
し
ま
し
た
︒
車
内
を
見
る
と
︑
乗
客

か
ら
販
売
員
の
女
性
へ
︑
商
品
購
入
の
声

掛
け
が
複
数
あ
っ
た
よ
う
で
し
た
︒
▼
コ

ー
ヒ
ー
で
一
息
つ
く
と
︑
近
く
の
ご
婦
人

方
２
人
の
会
話
︒﹁
旦
那
が
も
う
じ
き
定

年
な
の
よ
︒
そ
の
後
の
生
活
は
ど
う
な
る

や
ら
﹂︒﹁
お
互
い
に
干
渉
し
な
い
こ
と

よ
︒
そ
れ
よ
り
見
て
︑富
士
山
が
綺
麗
﹂︒

冷
め
た
会
話
に
ド
キ
ッ
と
し
ま
し
た
︒
▼

そ
の
ほ
か
︑
車
内
の
人
間
模
様
は
︑﹁
目

を
閉
じ
眠
る
人
﹂︑﹁
携
帯
を
操
作
す
る

人
﹂︑﹁
窓
外
に
魅
入
る
人
﹂︑﹁
文
庫
本
を

繰
る
人
﹂
と
︑
十
人
十
色
で
す
︒
近
年
︑

携
帯
電
話
の
目
覚
ま
し
い
普
及
と
進
化

に
よ
り
︑﹁﹃
漢
字
が
書
け
な
い
﹄・﹃
新
聞

を
読
ま
な
い
﹄
症
候
群
﹂
が
顕
著
に
な

り
ま
し
た
︒﹁
書
く
こ
と
﹂︑﹁
読
む
こ
と
﹂

の
重
要
性
を
再
確
認
し
た
と
こ
ろ
で
す
︒

▼
新
幹
線
は
定
刻
通
り
に
名
古
屋
駅
に

到
着
し
︑
同
じ
号
車
に
乗
り
合
わ
せ
た
４

割
程
度
の
乗
客
が
下
車
し
ま
し
た
︒
名

古
屋
駅
構
内
は
行
き
交
う
人
々
の
熱
気

に
溢
れ
︑
擦
れ
違
う
際
に
人
と
ぶ
つ
か
ら

な
い
よ
う
︑
自
然
と
力
が
入
り
ま
し
た
︒

▼
夏
目
漱
石
の
小
説
﹃
草
枕
﹄
の
冒
頭
︑

﹁
智
に
働
け
ば
角
が
立
つ
︒
情
に
棹
さ
せ

ば
流
さ
れ
る
﹂
は
︑
非
常
に
印
象
的
な
フ

レ
ー
ズ
で
す
︒﹁
と
か
く
に
人
の
世
は
住

み
に
く
い
﹂
と
続
き
ま
す
が
︑
世
間
に
は

否
応
な
し
に
複
雑
な
人
間
関
係
が
存
在

し
ま
す
︒
太
宰
治
の
小
説
﹃
女
生
徒
﹄

に
は
︑﹁
花
の
美
し
さ
を
見
つ
け
た
﹂
の

も
︑﹁
花
を
愛
す
る
﹂
の
も
人
間
で
あ
る
︑

と
の
一
節
が
あ
り
ま
す
︒
そ
の
言
葉
ど
お

り
︑
人
間
の
心
根
は
本
来
︑
情
緒
深
く

優
し
さ
に
溢
れ
て
い
ま
す
︒
限
ら
れ
た
時

の
流
れ
の
中
で
出
会
っ
た
人
達
に
対
し
て

感
謝
を
し
つ
つ
︑
一
定
の
距
離
を
保
ち
な

が
ら
︑
自
身
の
人
生
の
舵
を
し
っ
か
り
と

取
っ
て
い
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
ね
！
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今
回
の
改
正
道
交
法
に
よ

る
︑
大
型
・
中
型
免
許
取
得

の
受
験
資
格
に
関
す
る
改
正

内
容
は
︑図
の
通
り
︒
ま
た
︑

５
月
13
日
以
降
の
大
型
・
中

型
免
許
の
特
例
に
よ
る
受
験

資
格
は
︑表
１
の
通
り
で
あ
る
︒

　

道
交
法
改
正
に
伴
い
︑﹁
特

別
な
教
習
（
特
例
教
習
課

程
）﹂
を
修
了
し
た
者
で
︑19

歳
以
上
か
つ
普
通
免
許
等
保

有
１
年
以
上
の
場
合
︑
大
型

免
許
・
中
型
免
許
の
運
転
免

許
試
験
が
受
験
可
能
と
な
る
︒

　
﹁
特
別
な
教
習
（
特
例
教

習
課
程
）﹂
の
内
容
は
︑
本

来
の
年
齢
︑
経
験
年
数
に
よ

り
身
に
付
く
と
さ
れ
る
﹁
自

己
制
御
能
力
﹂︑﹁
危
険
予
測

・
回
避
能
力
﹂を
養
う
も
の
︒

時
限
数
は
︑
適
性
（
座
学
）

７
時
限
以
上
︑
技
能
29
時
限

以
上
の
計
36
時
限
以
上
︒

　

な
お
︑
21
歳
以
上
で
普
通

免
許
な
ど
を
取
得
し
た
場
合

に
つ
い
て
も
︑
施
行
日
の
前

後
を
問
わ
ず
︑
特
別
な
教
習

を
修
了
し
た
者
で
︑
普
通
免

許
等
の
保
有
１
年
以
上
で
あ

れ
ば
大
型
免
許
・
中
型
免
許

を
取
得
で
き
る
︒

　

大
型
・
中
型
免
許
取
得
後

の
若
年
運
転
者
期
間
（
大
型

免
許
の
場
合
21
歳
︑
中
型
免

許
の
場
合
20
歳
に
達
す
る
ま

で
の
間
）に
違
反
点
数
が
一
定

の
基
準
（
累
積
違
反
点
数
が

３
点
以
上
︒た
だ
し
︑１
回
の

違
反
で
３
点
と
な
る
場
合
を

除
く
）に
達
し
た
場
合
は
︑表

２
で
示
し
た﹁
若
年
運
転
者
講

習
﹂
の
受
講
が
義
務
付
け
ら

れ
る
︒
講
習
は
９
時
間
以
上

で
︑受
講
し
な
い
︑ま
た
は
受

講
後
に
再
び
基
準
に
該
当
す

る
違
反
行
為
を
行
っ
た
場
合

は
︑
特
例
を
受
け
て
取
得
し

た
免
許
が
取
り
消
し
と
な
る
︒

　

こ
れ
は
︑
中
型
免
許
の
取

得
年
齢
が
現
行
（
改
正
前
）

か
ら
１
年
︑
大
型
免
許
で
は

２
年
引
き
下
げ
ら
れ
る
こ
と

か
ら
︑
経
験
の
浅
い
若
年
者

が
大
き
な
車
両
を
運
転
す
る

こ
と
へ
の
安
全
対
策
と
し
て

実
施
さ
れ
る
︒

　

改
正
道
交
法
施
行
に
よ
り
︑
積
載
物
の
長

さ
は
︑
現
行
の
車
長
の
１
・
１
倍
か
ら
１
・

２
倍
に
︑
ま
た
幅
は
︑
こ
れ
ま
で
車
幅
ま
で

だ
っ
た
も
の
を
１
・
２
倍
ま
で
︑
は
み
出
す
こ

と
が
認
め
ら
れ
る
︒

　

な
お
︑
車
体
の
長
さ
︑
幅
と
も
︑
前
後
お

よ
び
左
右
そ
れ
ぞ
れ
10
分
の
１
ず
つ
し
か
は

み
出
す
こ
と
は
で
き
な
い
︒

　

詳
細
に
つ
い
て
は
︑
全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
掲
載
の
﹁
道
路
交
通
法
﹃
自

動
車
の
積
載
の
制
限
及
び
大
型
・
中
型
免
許

取
得
の
受
験
資
格
﹄
が
変
わ
り
ま
す
﹂
を
参

照
の
こ
と
︒

表１　運転免許の受験資格の見直しに関する規定の整備

図

表２　安全対策

　
﹁
道
路
交
通
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
﹂が
１
月
６
日
に
公
布
さ
れ
︑

令
和
２
年
に
改
正
さ
れ
た
道
路
交
通
法
に
盛
り
込
ま
れ
て
い
た
﹁
大
型
・
中
型

免
許
取
得
の
受
験
資
格
の
見
直
し
﹂
が
実
現
す
る
こ
と
と
な
っ
た
（
５
月
13
日

施
行
）︒

　

ま
た
︑
同
改
正
で
は
︑
自
動
車
の
積
載
の
制
限
に
係
る
改
正
（
改
正
道
路
交

通
法
施
行
令
）
も
併
せ
て
施
行
さ
れ
る
︒

幅
・
長
さ
と
も
１
・
２
倍
ま
で

幅
・
長
さ
と
も
１
・
２
倍
ま
で

積
載
物
の
は
み
出
し
可
能
に

積
載
物
の
は
み
出
し
可
能
に

表　改正の概要
現行（改正前） 令和 4 年 5 月 13 日〜（改正後）

長さ 幅 長さ 幅

積載物の大
きさの制限
（ 施 行 令 第
22条第3号）

自動車の長さ
にその長さの
10 分の 1 の長
さを加えたも
の

自動車の幅

自動車の長さ
にその長さの
10 分の 2 の長
さを加えたも
の

自動車の幅に
そ の 幅 の 10
分の 2 の幅を
加えたもの

積載の方法
の制限
（ 施 行 令 第
22条第4号）

自動車の車体
の前後から自
動車の長さの
10 分の 1 の長
さを超えては
み出さないこ
と

自動車の車
体の左右か
らはみ出さ
ないこと

自動車の車体
の前後から自
動車の長さの
10 分の 1 の長
さを超えては
み出さないこ
と

自動車の車体
の左右から自
動車の幅の 10
分の 1 の幅を
超えてはみ出
さないこと

自
動
車
の
積
載
制
限
も
改
正

自
動
車
の
積
載
制
限
も
改
正

Ⓐの絵と異なる箇所30か所についてⒷに○をつけてください（印刷の汚れやカスレは間違いに含みません）。

【応募方法】 ⒶⒷ2つの絵には30か所の間違いがあります。Ⓑの絵を切り取るかコピーして、郵便はがきに貼ってお送りくだ
さい。郵便番号、住所、氏名、会社名ならびに『広報とらっく』に対するご意見、ご感想もお書きください。正
解者の中から抽せんで20名様に記念品を差し上げます。

【締め切り】 令和４年５月31日（火）（当日消印有効）
【 宛 て先 】 〒160-0004 東京都新宿区四谷三丁目２番地５ 全日本トラック総合会館
 （公社）全日本トラック協会 総務部広報室

【 発 表 】 当選者の発表は、賞品の発送をもって代えさせていただきます。まちがいさがしの正解は6月1日号の本紙に掲
載します。皆様のご応募をお待ちしています。
※ご記載いただきました個人情報の取り扱いについては、「公益社団法人全日本トラック協会 個人情報保護方

針」に準じます。

まちがいさがしまちがいさがし
30か所みつけられるかな？30か所みつけられるかな？

「鯉のぼり」テーマ「鯉のぼり」テーマ

ほっと一息ほっと一息

Ａ

Ｂ

【作画】前川しんすけ 大型・中型免許取得の受験資格を見直し大型・中型免許取得の受験資格を見直し
改正道路交通法 ５月13日施行改正道路交通法 ５月13日施行

1919
歳
か
ら
大
型
・
中
型
免
許
取
得
が
可
能
に

歳
か
ら
大
型
・
中
型
免
許
取
得
が
可
能
に



第2199号（第3種郵便物認可）令和4年（2022年）5月1日


